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川西町ホームページ
http://www.town.kawanishi.yamagata.jp

８月２日、小松幼稚園の園児による和太鼓演奏とともに、川西ダリヤ園開園式が
盛大に行われました。今年のダリアの生育状況は大変良く、見応え十分です。

主 な 内 容
フレンドリープラザ２０周年記念祭
これまでを振り返り  これからを展望する

P2～３

明日の小学校を考える協議会
P４まなびの広場～小松保育所～
P５

町のニュース

かわにしかわにし

P６～９

満開の笑顔とダリア
８月２日、小松幼稚園の園児による和太鼓演奏とともに、川西ダリヤ園開園式が
盛大に行われました。今年のダリアの生育状況は大変良く、見応え十分です。
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――井上文学・作品の中で印象に残る言葉

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
20
周
年
記
念
祭

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り 

こ
れ
か
ら
を
展
望
す
る

赤間さん
「今日がダメなら明日にしまちょ　明日がダメなら明後日にしまちょ　
明後日がダメなら明々後日にしまちょ　どこまで行っても明日がある」
ひょっこりひょうたん島のドン・ガバチョの『未来を信ずる歌』。

――震災以降に感じた井上先生の“言葉の力”

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
20
周
年
を
記
念
し
て
、
８
月
２
、３
日
の
２
日
間
、
作
家
・
劇

作
家
井
上
ひ
さ
し
先
生
や
プ
ラ
ザ
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ゲ
ス
ト
の
方
々
を
町
内
外
か
ら
招
き
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
２
つ
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
井
上
ひ
さ
し
先
生
の
“
言
葉
の
力
”
を
改
め
て
感

じ
ら
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
ゲ
ス
ト
の
方
々
か
ら
溢
れ
出
た
様
々
な
“
想
い
”

を
掻
い
摘
ん
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

辻村さん
「むずかしいことをやさしく　やさしいことをふかく
  ふかいことをゆかいに　ゆかいなことをまじめに
  書くこと」
色紙の言葉が印象的。井上さんが芝居を書く上での
信
セオリー

条としており、私も念頭においています。
佐々木さん

「丸い地球の水平線に　何かがきっと待っている ――― だけど僕
らはくじけない」
ひょっこりひょうたん島は灯台がある島が元になっており、蓬

ほうらいじま
莱島

は井上先生との繋がりでもあります。震災後、そのテーマソングか
ら皆くじけない気持ちを持っていることを改めて実感しました。
阿部さん

「自分にしか書けないことを、誰にでもわかる文章で書く」
井上ひさし著書『井上ひさしと１４１人の仲間たちの作文教室』
の中の一文。

井
上
先
生
が
震
災
後
生
き
て
い
た
ら
ど
ん
な
言
葉
を
か
け
た
だ
ろ
う
か
・
・
・

佐々木さん
「文化とはみんなの日常生活を集めたものである」
この言葉通り、文化がないと行政の政策は難しいと思います。
阿部さん
校歌は、３年間の学校生活でその詞から受ける精神が見につきます。
井上先生が作詞をした当時の川西第一中、第二中学校の校歌は、後
世に残していかなければなりません。

原田町長
「文化で食べていけるような町をつくりましょう！」
３０億をかけたプラザの計画策定時、井上先生からかけられた言葉。

鈴木雅史さん
（山形新聞社）

赤間亜生さん
（仙台文学館学芸室長）

佐々木健さん
（大槌町生涯学習課長）

辻村博夫さん
（元集英社編集者）

阿部孝夫さん
（川西町フレンドリープラザ館長）

芳賀道也さん
（山形放送）

松川儒さん
（ピアニスト）

金子勤さん
（川西町芸術文化協会長）

河原俊雄さん
（劇団「菜の花座」座長）

長谷部恵美子さん
（おはなし会きらきら代表）
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――印象に残るプラザでの出来事

松川さん
物事を継続していくことは本当に大変です。“ここでしかできない
もの、価値のあるもの、特異性のあるもの”を追求していかなけれ
ばなりません。
川西町にはピアノの数が多いです。学生が民泊のような形で、ピア
ノの練習をしに、家庭や学校の楽器を使わせてもらうなど、もう一
歩町の中へ入っていける可能性もあるのではないかと思っています。
金子さん
芸術文化協会は２７団体、およそ４００人います。芸達者な方々を
演劇に役立てられるのではないかと思います。
また、プラザの催し等を「観る」ということが最大の協力です。
これからは、大人も子どもも協力してやっていく芸文祭が理想です。

―― 館長からのメッセージ ――

川西町フレンドリープラザ館長
阿部 孝夫 さん

　川西町フレンドリープラザが
開館したのが１９９４年８月。
井上ひさしさんから蔵書の提供
を受けて誕生した遅筆堂文庫が
開館して７年目のことです。あ
れから２０年。振り返ると、そ
こには、いろいろな人の熱い想
いがタイミング良く集まって
きた。その連続が、今日の２０
周年に繋がっているそんな想い
を強くします。きっかけをいた
だき、継続的に支援いただいた
井上ひさしさん。計画策定から
奔走された町当局、委員会。運
営を支えてくれた多くのボラン
ティア、各団体の皆さん。そし
て、川西町内にとどまらず、県
内はもとより宮城、福島、新潟
など広範囲な多くのお客さまに
支えられてきました。文化交流
拠点としてのフレンドリープラ
ザの２０年は、そこに何らかの
形でかかわりあっていただいた
皆さんの歴史でもあります。
　人と人の交流が新たな文化を
生み出します。その芽は２０年
を経て確実に育っていると思い
ます。一つの節目を迎えた文化
交流拠点の川西町フレンドリー
プラザ。今後ともどうぞよろし
くお願いいたします。

吉里吉里シンポジウム井上ひさし氏のメッセージを東北ゆかりの地とともに考えるプラザの体験を未来につなぐトークイベントTalking event ②
Talking event ①

これまでとこれから

Kawanishi-machi　FriendlyPlaza　20th　Anniversary

――フレンドリープラザのこれから

河原さん
「千人の役者のいる町 川西」というコピーを考えました。このコピーの
通り、町中にも役者を担う人がたくさん出てきてくれればと思います。
そのためには、プラザの他にも、小中学校に演劇部ができてほしいです。
これからもプラザは 憩いの場、自己発展の場、創造する場 であり
続けることを願っています。

未
来
の
町
を
創
っ
て
い
く
上
で
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い

長谷部さん
これだけ多くの蔵書を抱えた小さな町は他にはありません。ぜひ子ど
もたちには多くの本を読んでほしいです。そして、ぜひ図書館を活用
してほしいと思います。様々な方が“プラザに集まる”ことが大切です。

金子さん
女性の口コミのパワーで大正琴に来場者が４００～５００人集まったと
きは大変感動しました。また、生活者大学校の参加者は８割が町外
の方です。今後は地元の方にも参加してもらわなければなりません。
長谷部さん
おはなし会では２年に１度、プロの絵本作家を呼んでいます。チケッ
トが売れず苦労したこともありました。お客さまからお金をいただ
くということはとても大変なこと。しかし、続けていくことが大切
だと思っています。

Kawanishi-machi　FriendlyPlaza　20th　Anniversary

松川さん
川西町ののびやかな環境の中、人と物を作っていく体験をするクリ
ニック（夏の１週間の合宿）で人生が変わったという学生もいます。

赤間さん
『父と暮らせば』を観た被災者の方より「生きていて良いんだと背
中を押された気がした」との言葉をいただき、今でも胸に残ります。
井上先生の言葉や存在は大きくて偉大だと感じました。
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小
松
保
育
所
は
、
昭
和
29
年
に
川

西
町
初
の
認
可
保
育
所
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
に
は
現
在
の
場
所
に
新

園
舎
が
開
園
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　
玄
関
を
入
る
と
、
歴
代
の
卒
園
記

念
写
真
が
並
ん
で
お
り
、
お
孫
さ
ん

を
送
っ
て
き
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
写

真
を
指
さ
し
て
、「
こ
こ
に
写
っ
て

い
る
の
が
、
あ
な
た
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
で
、
こ
っ
ち
は
お
父
さ
ん
だ
よ
。」

と
教
え
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
長

い
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

　
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
保
育

と
い
う
こ
と
か
ら
、
小
松
地
区
に
限

ら
ず
川
西
町
内
全
域
か
ら
（
一
部
は

町
外
か
ら
）
通
園
し
て
い
ま
す
。
朝

は
午
前
７
時
30
分
か
ら
、
夕
方
は
午

後
６
時
ま
で
、
年
間
２
９
０
日
の
保

育
日
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
所
の
近
く
に
は
、
ダ
リ
ヤ
園

や
置
賜
公
園
、
蓬
田
公
園
な
ど
の
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
が
あ
り
ま
す
。
春

や
秋
の
散
歩
で
は
草
花
を
摘
ん
だ

り
、
ハ
ー
ブ
の
匂
い
を
か
い
で
み
た

り
・
・
・
ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り

は
、
子
ど
も
達
の
遊
具
に
変
身
し
ま

す
。お
た
ま
じ
ゃ
く
し
や
ザ
リ
ガ
ニ
、

だ
ん
ご
む
し
は
子
ど
も
達
の
大
切
な

友
達
で
す
。

　
乳
児
組
さ
ん
（
０
歳
、
１
歳
、
２

歳
）
の
散
歩
は
、
ワ
ン
ワ
ン
コ
ー
ス

（
お
気
に
入
り
の
犬
が
い
る
。）
に
ゃ

ん
に
ゃ
ん
コ
ー
ス
（
猫
が
よ
く
日
向

ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
。）
等
が
あ
り
、

乳
母
車
や
お
散
歩
車
に
乗
っ
て
・・・

２
歳
児
さ
ん
は
、
誘
導
ロ
ー
プ
で
さ

っ
そ
う
（
？
）
と
出
か
け
ま
す
。
そ

の
姿
は
な
ん
と
も
め
ん
ご
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
。

　
大
き
い
組
の
子
ど
も
達
も
、
そ
ん

な
乳
児
さ
ん
が
か
わ
い
く
て
た
ま
ら

な
い
ら
し
く
、
や
さ
し
く
手
を
取
っ

て
お
部
屋
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ

た
り
、
お
世
話
し
て
く
れ
た
り
・・・

そ
ん
な
時
の
大
き
い
組
さ
ん
の
顔
は

や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。
異
年
齢

の
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
で
、
人
に
対

す
る
や
さ
し
さ
や
自
分
も
大
切
に
す

る
と
い
う
心
を
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

小
松
保
育
所 

紹
介

12

　
小
松
保
育
所
で
は
、
一
時
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
一
時
保
育
と
は

　
保
護
者
の
方
の
就
労
や
傷
病
、
入

院
、
冠
婚
葬
祭
等
で
一
時
的
に
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
と
な
る
場
合
や
、

保
護
者
の
方
の
育
児
不
安
の
解
消
を

図
り
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

一
時
的
に
乳
幼
児
を
お
預
か
り
（
保

育
）
す
る
事
業
で
す
。

　
お
聞
き
し
た
い
点
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
小
松
保
育
所
ま
た
は

町
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○ 

心
も
身
体
も
強
い
子
ど
も

○ 

よ
く
見
、
考
え
、
工
夫
す
る
子
ど
も

○ 

仲
良
く
助
け
合
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も

○ 

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
子
ど
も

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

８
月
20
日
㊌  

赤
ち
ゃ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
！
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
【
有
料
・
要
予
約
】

９
月
10
日
㊌  

が
ん
ば
れ
フ
ァ
イ
ト
！
運
動
会
ご
っ
こ

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室　
午
前
９
時
〜
（
完
全
予
約
制
）

  
８
月
18
日
㊊  

９
月
16
日
㊋  

申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
だ
よ
り

＊
町
立
へ
き
地
保
育
所
施
設
開
放
日　
午
前
10
時
〜
11
時

  

月
に
１
度
、
各
町
立
幼
稚
園
や
へ
き
地
保
育
所
で
は
未
就
園
児
を
対
象
と
し

  

た
園
開
放
日
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

  

北
斗
幼
稚
園　
８
月
20
日
㊌
、
９
月
10
日
㊌

  

玉
庭
へ
き
地
保
育
所  

８
月
26
日
㊋  

美
郷
幼
稚
園  

９
月
２
日
㊋　

〝
か
わ
に
し
ま
ち 

こ
ど
も
ま
つ
り
〞
今
年
も
元
気
に
開
催
‼

  

ご
家
族
、
お
友
達
み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
期
日
：
9
月
14
日
㊐
　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

○
会
場
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

駐
車
場
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー) 

○
内
容
：
フ
ァ
ン
キ
ー
コ
コ
ナ
ッ
ツ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
リ
ト
ミ
ッ

ク
で
体
を
動
か
そ
う
、
町
調
理
師
部
会
に
よ
る
手
作
り
お
や
つ

コ
ー
ナ
ー
、記
念
に
手
形
ス
タ
ン
プ
を
押
そ
う
、遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

保
育
目
標

●合意形成の手法（事務局例）
保護者への
アプローチ

①保護者会総会（幼児施設）
②ＰＴＡ総会（小学校）
③アンケート調査（保護者・児童）

地区住民への
アプローチ

①地域づくり協議会等の総会
②地区懇談会・各自治会懇談会
③地区住民アンケート調査

情報の周知
①児童数の推移等の情報提供
　（教育委員会）
②学校経営の現状と課題等
　（各学校）

第
５
回

「
あ
す
の
川
西
町
の
小
学
校
を
考
え
る
協
議
会
」
の

検
討
内
容
を
報
告
し
ま
す

　
７
月
26
日
に
、
５
回
目
と
な
る
「
あ
す
の
川
西
町
の
小
学
校
を
考
え

る
協
議
会
」
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
協
議
会
の
中
で
検
討
、
協
議
し
て

き
ま
し
た
学
区
再
編
（
統
廃
合
）
の
方
針
と
検
討
を
開
始
す
る
基
準
と

ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
協
議
会
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
区
再

編
の
検
討
を
開
始
し
て
か
ら
の
保
護
者
や
地
域
の
方
の
合
意
形
成
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

○
小
学
校
学
区
再
編

　
（
統
廃
合
）　
の
方
針　

⑴
児
童
数
の
推
移
に
基
づ
き
教

育
効
果
の
充
実
を
図
る
た
め
、

小
学
校
の
適
正
配
置
（
再
編

整
備
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑵
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
向

上
を
優
先
と
す
る
。

※
教
育
環
境
の
向
上
：
適
切
な
学

校
規
模
（
社
会
性
・
協
調
性

の
育
成
）

⑶
児
童
の
教
育
環
境
を
維
持
す
る

う
え
で
、
当
面
、
１
学
年
１

学
級
以
上
（
複
式
学
級
の
解

消
）
の
編
成
を
適
切
な
学
校

規
模
と
す
る
。

⑷
平
成
18
年
計
画
に
あ
る
２
校
案

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
学
区

再
編
の
個
々
の
検
討
を
進
め
、

今
後
、
概
ね
10
年
以
内
に
学

区
再
編
を
進
め
る
。

○
小
学
校
学
区
再
編
検
討
の

　
基
準
と
ル
ー
ル　

　
学
区
再
編
を
検
討
す
る
基
準
・

検
討
の
開
始
段
階
は
以
下
の
と
お

り
と
す
る
。

⑴
複
式
学
級
が
発
生
す
る
と
見
込

ま
れ
る
１
〜
２
年
前
か
ら
検

討
す
る
。

⑵
完
全
複
式
学
級
と
な
る
当
該
年

度
あ
る
い
は
完
全
複
式
学
級

の
学
級
編
成
が
見
込
ま
れ
る

１
〜
２
年
前
か
ら
検
討
す
る
。

⑶
地
域
や
保
護
者(

Ｐ
Ｔ
Ａ
）
等

の
合
意
を
得
て
、
検
討
要
請

を
受
け
た
次
年
度
か
ら
検
討

す
る
。

⑷
教
育
委
員
会
は
教
育
環
境
の
大

き
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
を
提
案

で
き
る
も
の
と
す
る
。

5 小学校学区再編を考える　　
シリーズ

○
合
意
形
成
の
あ
り
方

　
会
議
で
は
合
意
形
成
を
得
る
た

め
、
は
じ
め
に
検
討
す
る
場
（
構

成
メ
ン
バ
ー
：
地
区
民
代
表
・
保

護
者
代
表
・
各
種
団
体
の
代
表
・

教
育
委
員
会
な
ど
）
を
設
置
し
て

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
合
意
形

成
の
手
法
と
し
て
保
護
者
や
地
区

住
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
情
報
の

周
知
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。

事務局より手法（例）を示したうえで、
委員からは次のような意見が出されました

保護者への
アプローチ

①保護者会総会等で議論するにあたっては、事前に情報を十分
に周知し、共有しておくことが必要である。

②アンケート調査については、アンケートの項目の立て方、内
容など先進事例などを参考に検討が必要である。

③成功例として、中学校、幼児施設で統合を経験した保護者か
らの意見を例示すること。

④体験者の経験事例を盛り込んでいくこと。全国的レベルでも
成功例、基調となる例を示してもらってはどうか。

⑤説明会を開き、丁寧に説明してもらった後にアンケートをと
り、保護者の考えを集約するやり方がよいと思う。

⑥アンケートを実施し、その結果の説明会を実施し、その後、　
再度アンケートをとることによって、考えがどのように変わっ
たかわかるので、２段階のアンケートを取るやり方もある。

⑦子供たちへのアンケートは検討する必要がある。

地区住民への
アプローチ

①学区ごとの説明会にしたほうが、同じ学校に子供が通ってい
るという同じ立場で考えられるので有効ではないか。

②愛護会（子供会）や隣組などの小さな単位での説明会の方が
集まりやすいのではないか。

情報の周知

①情報提示の際、児童数の推移のほか、地域の人口の推移（町
の人口の推移）も提示してほしい。

②統合後の地域のビジョン（跡地活用）をどう描いてゆくか。
メリット面の提示が必要。

③教育委員会は、持っている情報を、提供すべきタイミングを
逸することなく、こまめに総合的に開示してゆくこと。

④教育委員会から提供される情報の中に、他市町の状況や国（文
科省）の考えも盛り込んでほしい。

　
今
後
、
今
回
の
意
見
を
集
約
し
学
区

再
編
（
統
廃
合
）
の
方
針
、
ル
ー
ル
と

基
準
、
合
意
形
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

保
護
者
や
各
地
域
の
住
民
の
方
々
と
の

懇
談
会
を
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開

催
し
ま
す
。

　
各
地
区
懇
談
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
町
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
５
９

小松保育所園児数
０歳児  １０人
１歳児  １３人
２歳児  １６人
３歳児  １６人
４歳児  １８人
５歳児  ２２人
 合 計  ９５人

問
川
西
町
立
小
松
保
育
所 

☎
42

－

２
８
１
０

問
町
教
育
委
員
会 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
だ
よ
り‼



７／７

本
町
を
会
場
に

全
国
川
西
会
議
を
開
催

▲（前列右から）兵庫県川西市吉田進議長、大塩民生市長、奈良県
川西町松本史郎議長、竹村匡正町長、新潟県十日町市関口芳史市長、
川田一幸議長、山形県川西町原田俊二町長、齋藤修一議長

　
「
全
国
川
西
会
議
」（
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
）
は
、
同
じ
「
川

西
」
の
名
を
も
つ
自
治
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で
、
幅

広
い
分
野
に
お
け
る
交
流
を
通
じ
て
、
相
互
の
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
７
日
は
、
川
西
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、兵
庫
県
川
西
市
、奈
良
県
川
西
町
、新
潟
県
十
日
町
市（
旧

川
西
町
）
か
ら
首
長
、
議
会
議
長
ら
が
参
加
し
、
18
回
目
と

な
る
平
成
26
年
度
全
国
川
西
会
議
が
行
わ
れ
、
意
見
交
換
の

ほ
か
、
若
手
職
員
に
よ
る
体
験
型
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
商
工
会
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
「
全
国

か
わ
に
し
商
工
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
故
本
間
喜
一
氏

を
顕
彰
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
１
４

０
人
が
聴
講
し
ま
し
た
。

　
愛
知
大
学
と
本
町
は
、本
間
先
生
の
顕
彰
を
念
頭
に
置
き
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
人
材
の
育
成
な
ど
の
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
を
今
年
５
月
に
締
結
し
、
こ
の
度
の
講

演
会
は
、協
定
締
結
後
初
め
て
の
連
携
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
、本
間
先
生
の
御
長
女
で
あ
る
殿
岡
晟
子
氏
よ
り
、

愛
知
大
学
創
設
時
に
父
娘
二
人
で
起
居
し
て
い
た
当
時
の
様

子
や
、
本
間
先
生
が
結
婚
後
の
「
女
性
の
権
利
」
に
対
す
る

考
え
方
の
変
化
、
故
郷
玉
庭
に
対
す
る
想
い
、
人
情
味
の
あ

る
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
愛
知
大
学
法
学
部
長
の
広
瀬
裕
樹
氏
に
よ
る

「
法
」
を
学
ぶ
意
味
に
つ
い
て
の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
学
部
は
、
多
様
な
人
種
の
中
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
ル

ー
ル
を
学
ぶ
場
で
あ
り
、
法
は
人
を
平
等
に
守
る
の
で
は
な

く
、
人
権
（
弱
い
人
）
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
本
間
先
生
の
考
え
方
の
下
、
愛
知
大
学
で
は
今
後
も
「
本

間
イ
ズ
ム
」
を
継
承
す
る
若
者
の
輩
出
を
目
指
し
て
い
く
と

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７／１ ３

愛
知
大
学
と
協
定
締
結
後
初
の

連
携
事
業
開
催

▲

広
瀬
裕
樹
氏

▲

殿
岡
晟
子
氏

　
７
月
20
日
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
お

も
い
で
館
で
玉
庭
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
お
も
い
で
館
で
は
、
震
災
以
降
福
島

県
に
住
む
家
族
の
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
と

し
て
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日
も

福
島
の
親
子
連
れ
お
よ
そ
20
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
紙
飛
行

機
の
飛
行
距
離
を
競
う
大
会
に
は
、
大
人
か

ら
子
供
ま
で
41
人
が
参
加
し
、
手
作
り
の
紙

飛
行
機
に
将
来
の
夢
や
願
い
事
を
書
き
、
大

き
な
声
で
願
い
事
を
唱
え
な
が
ら
勢
い
よ
く

紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

７／２０

願
い
よ
届
け
！
紙
飛
行
機
と
ば
し

〜
玉
庭
夏
ま
つ
り
〜

▲思いをこめながら紙飛行機を飛ばす児童▲“地域のお袋の味”がずらりと並ぶ

７／２０

東
沢
で
伝
統
料
理
を
食
す
サ
ロ
ン
開
催

〜
伝
統
料
理
試
食
会
〜

　
７
月
20
日
、
東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
伝

統
料
理
試
食
会
が
行
わ
れ
、　

40
名
以
上
の

参
加
者
が
集
ま
り
、「
凍
み
大
根
煮
」
や
「
ほ

し
（
※
）」
な
ど
17
種
類
の
郷
土
料
理
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

本
企
画
は
、
次
世
代
に
伝
統
料
理
を
伝

え
て
い
こ
う
と
、
東
沢
更
生
保
護
女
性
会
・

な
ご
み
の
会
・
な
で
し
こ
・
東
沢
夢
工
房
・

夢む

か

さ

り

花
咲
里
の
５
団
体
が
協
力
し
実
現
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、
気
に
な
っ
た
料
理
の
作
り
方
を

聞
く
な
ど
し
て
、
食
材
を
無
駄
に
し
な
い
地
域

の
知
恵
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
って
い
ま
し
た
。

※
「
ほ
し
」
は
残
っ
た
白
米
を
油
で
揚
げ
、
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
も
の

▲干した野菜を
使用した料理は
雪深い地域の知恵
使用した料理は
雪深い地域の知恵

　
７
月
25
日
、
サ
ロ
ン
de
ご
ざ
〜
れ
を
会
場
に

行
わ
れ
た
小
学
生
民
芸
教
室
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

え
き
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
こ
ま
つ
が
、
総
務
省
の
過

疎
集
落
自
立
再
生
対
策
事
業
助
成
金
を
活
用

し
、
文
化
伝
承
「
い
い
も
の
残
そ
う
」
事
業
と

し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
他
に
も
、
ペ
ー

パ
ー
ダ
リ
ア
や
和
太
鼓
な
ど
計
６
つ
の
講
座
を

年
間
を
通
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
大
河
原
美
千
代
氏
と
高
橋
か
つ

美
氏
を
講
師
に
迎
え
、
つ
る
細
工
を
学
び
ま
し

た
。
参
加
者
は
小
学
３
〜
６
年
生
の
他
に
、
置

農
生
も
数
名
参
加
し
、
自
分
の
手
で
作
品
を
作

り
上
げ
て
い
く
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

７／２５

地
域
か
ら
子
へ
伝
承　

手
作
り
の
良
さ
を
実
感

〜
第
１
回
小
学
生
民
芸
教
室
〜

▲始まりと終わりの編みこみがポイントとなるつる細工▲生い茂る下草を懸命に刈る生徒

７／２５

み
ど
り
環
境
交
付
金
事
業
で

置
農
生
が
下
刈
を
体
験
！

　
７
月
25
日
、
玉
庭
の
町
有
林
（
小
蓑
沢
）

を
会
場
に
、
置
賜
農
業
高
等
学
校
食
料
環
境

科
２
年
生
に
よ
る
下
刈
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
下
刈
体
験
は
、
や
ま
が
た
緑
環
境
税

を
活
用
し
た
「
み
ど
り
環
境
交
付
金
事
業
」

の
一
環
と
し
て
町
と
同
校
が
企
画
。
林
業
士

か
ら
下
刈
の
必
要
性
や
下
刈
鎌
の
使
い
方
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
、
生
徒
37
名
が
実
際
に

下
刈
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
草
刈
機
と
違
っ
て
慣
れ
な

い
下
刈
鎌
に
手
こ
ず
り
な
が
ら
も
、
一
生
懸

命
下
草
を
刈
り
払
っ
て
い
ま
し
た
。

町 街 まちのニュース

後藤友子さん

　
６
月
30
日
付
で
人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
、
河
野
嵩

さ
ん
（
西
大
塚
）、
が
法
務
大
臣
及
び
仙
台
法
務
局
長
よ
り
、

同
じ
く
伊
藤
利
子
さ
ん
（
下
奥
田
）
が
山
形
地
方
法
務
局
長

よ
り
、
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
野
さ
ん
は
平
成
20
年
４
月
よ
り
人
権
擁
護
委
員
を
２
期

３
か
月
務
め
ら
れ
、
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
藤
さ
ん
は
平
成
23
年

７
月
よ
り
１
期
務
め
ら
れ
、
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
御
功
績
に

よ
り
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、７
月
１
日
付
け
で
、後
藤
友
子
さ
ん
（
西
大
塚
）

と
、
大
河
原
美
千
代
さ
ん
（
上
小
松
）
が
法
務
大
臣
か
ら
新

た
に
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員 

河
野
さ
ん
、

伊
藤
さ
ん
が
感
謝
状
を
受
賞

大河原美千代さん

▲感謝状を受賞された河野さんと伊藤さん
町報かわにし　67　町報かわにし 平成２６年８月１５日 平成２６年８月１５日



町 街 まちのニュース
　
「
君
の
汗 
輝
く
一
滴 

勝
利
の
雫
」
を
今
年
度
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
た
平
成
26
年
度
夏
季
全
国
大
会
が
、
８
月
１
日
〜

８
月
20
日
に
か
け
て
南
関
東
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
場
選
手
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
【
陸
上
競
技　
走
り
幅
跳
び
】

　
　
髙
橋
か
お
り
さ
ん
（
九
里
学
園
高
等
学
校
２
年・犬
川
）

　
【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

　
　
須
貝
祥し

ょ
う
へ
い
平
さ
ん
（
南
陽
高
等
学
校
３
年
・
小
松
）

　
【
ホ
ッ
ケ
ー
】

　
　
米
沢
商
業
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
部

◆
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会

　
【
陸
上
競
技　
１
０
０
ｍ
／
２
０
０
ｍ
／

 

４
０
０
ｍ
Ｒ
／
１
６
０
０
ｍ
Ｒ
】

　
　
杵
淵
孝こ

う
太た

さ
ん
（
米
沢
工
業
高
等
学
校
２
年
・
小
松
）

　
【
陸
上
競
技　
砲
丸
投
／
円
盤
投
／
４
０
０
ｍ
Ｒ
】

　
　
田
畑
海か

い
さ
ん
（
米
沢
工
業
高
等
学
校
２
年
・
吉
島
）

　
【
陸
上
競
技　
４
０
０
ｍ
Ｒ
】

　
　
平
田
祐ゆ

う
登と

さ
ん
（
米
沢
工
業
高
等
学
校
１
年
・
小
松
）

　
【
卓
球　
男
子
団
体
】

　
　
遠
藤
雅ま

さ
己き

さ
ん
（
霞
城
学
園
高
等
学
校
４
年
・
東
沢
）

◆
第
52
回
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会

　
【
ラ
イ
フ
ル
射
撃　
ビ
ー
ム
・
ラ
イ
フ
ル
立
射
60
発
競
技
】

　
　
織
田
幸こ

う
す
け助
（
南
陽
高
等
学
校
２
年
・
玉
庭
）

◆
第
30
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　
【
陸
上
競
技　
１
０
０
ｍ
】

　
　
黒
澤
里り

な菜
さ
ん
（
中
郡
小
学
校
６
年
・
中
郡
）　

夏
季
全
国
大
会
に

団
体
１
チ
ー
ム
と

個
人
８
名
が
出
場

▲大会前の７月２４日に町長室を表敬訪問した選手ら

第 35 回川西町小学校水泳大会結果
※一位（大会新）のみ掲載　

種　目 氏名・学校 タイム
オープン男子 25ｍ背泳 小形　佳

よしふみ
史 吉島 21.1

オープン女子 25ｍ背泳 鈴木日
ひ か り
香理 中郡 22.5

4 年男子 25ｍ自由形 小野　柊
しゅう
羽 玉庭 21.0

4 年女子 25ｍ自由形 寒河江こころ 吉島 20.7（大会新）
４年女子 25ｍ平泳ぎ 島貫　乃

の あ
愛 犬川 30.4

5 年男子 50ｍ自由形 鈴木　永
と わ
遠 玉庭 42.5

5 年女子 50ｍ自由形 梅津　　玲
れい 大塚 43.9

6 年男子 50ｍ自由形 生井　蓮
れんまる
丸 大塚 38.8

6 年女子 50ｍ自由形 船木　遥
はるこ
子 小松 34.0（大会新）

5年男子 50ｍ平泳ぎ 本間　雄
ゆうや
也 玉庭 57.9

5 年女子 50ｍ平泳ぎ 佐藤詩
し お り
央里 小松 1:07.5

6 年男子 50ｍ平泳ぎ 小形　佳
よしふみ
史 吉島 47.5（大会新）

6年女子 50ｍ平泳ぎ 平　　朱
あかり
莉 吉島 50.1

オープン男子 100ｍ自由形 鈴木　澪
れ お
生 玉庭 1:33.1

オープン女子 100ｍ自由形 船木　遥
はるこ
子 小松 1:12.8（大会新）

７／２８

建
設
業
協
会
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▲川西ダリヤ園にて、川西町建設業協会の１５
社３０名の皆さんによる下草刈やごみ拾いなど
の環境整備活動が行われ、開園に向けて大変き
れいにしていただきました。

車
イ
ス
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た

　
こ
の
度
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
玉
庭
い
こ
い
の
里
が
、

元
き
の
こ
栽
培
施
設
を
今
夏
に
改
築
し
、「
山
の

遊
び
場 

玉
庭
茶
屋
」（
上
和
合
）
を
開
所
し
ま
し

た
。
お
よ
そ
１
０
０
坪
の
敷
地
に
は
、
屋
根
付
き

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
や
卓
球
ス
ペ
ー
ス
、
キ
ッ
チ

ン
が
完
備
さ
れ
た
29
畳
の
一
室
が
あ
り
、
大
人
か

ら
子
供
ま
で
気
軽
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
８
月
４
日
に
は
、
改
築
に
携
わ
っ
た
大
木
孝
氏

を
始
め
、
地
元
関
係
者
18
名
が
集
ま
り
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
代
表
の
伊
藤
健
一
氏
は
、
玉
庭

茶
屋
と
合
わ
せ
て
「
い
こ
い
の
里
」
と
石
割
桜
の

あ
る
「
立
岩
山
荘
」
の
計
３
つ
の
施
設
を
所
有
し

て
お
り
、「
山
菜
園
や
ヤ
マ
メ
釣
り
な
ど
玉
庭
の
大

自
然
を
満
喫
で
き
る
〝
山
の
遊
び
場
〞
へ
お
越
し

い
た
だ
き
、
帰
り
は
茶
屋
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

８／4

地
域
の
熱
意
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
憩
い
の
場
が
完
成

〜
山
の
遊
び
場
玉
庭
茶
屋
開
所
式
〜

▲開所式で挨拶を述べる伊藤健一氏
　（写真中央）

８／１ ～２０

　
８
月
２
〜
３
日
、長
野
県
で
行
わ
れ
た「
第

13
回
全
国
小
谷
村
千
国
乙
里
見 

中
学
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
」
に
、
小
松
小
学
校
２

年
・
江
本
千ち

駿は
や
さ
ん
、
３
年
・
塚
田
梨り

の乃
さ

ん
、
４
年
・
齋
藤
風ふ

う
太た

さ
ん
、
５
年
塚
田
浩ひ

ろ

人と

さ
ん
の
計
４
名
が
東
北
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ジ
ュ
ニ
ア

山
形
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

４
名
と
も
チ
ー
ム
白
猿
に
所
属
し
て
お

り
、
川
西
町
で
は
県
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た

の
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
さ
れ
た

長
野
県
白
馬
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
会
場

に
、
精
一
杯
の
走
り
で
見
事
、
江
本
千
駿
さ

ん
が
９
位
、
塚
田
梨
乃
さ
ん
が
４
位
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

全
国
Ｍ
Ｔ
Ｂ
大
会
へ

小
学
生
が
初
出
場

８／２
  ～３

７／２９

▲山形県南部地区郵便局長会より、浴浴セン
ターまどかへ車イス２台のご寄附をいただきま
した。心よりお礼申し上げます。

▲仲間の応援にも熱が入る

７／２４

４
〜
６
年
生
が
練
習
の
成
果
を
発
揮

〜
第
35
回
川
西
町
小
学
校
水
泳
大
会
〜

▲今年５月に再結成し、５～１３歳の１０人編成と
なったラ♡ダリアのダンス披露

８／２

８
月
初
旬
か
ら
見
応
え
の
あ
る
ダ
リ
ア

〜
川
西
ダ
リ
ヤ
園
開
園
式
典
〜

　
８
月
２
日
、
開
園
54
年
目
を
迎
え
た
川
西

ダ
リ
ヤ
園
の
開
園
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
園
式
で
は
、
小
松
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る

和
太
鼓
演
奏
や
、
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
・

ラ
♡
ダ
リ
ア
に
よ
る
ダ
ン
ス
披
露
で
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
置
賜
農
業
高
等

学
校
園
芸
活
用
科
の
学
生
と
愛
の
兜
折
り
紙

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
が
、
ミ
ニ
ダ
リ
ア
の
鉢
植

え
と
ダ
リ
ア
の
兜
を
来
場
者
の
方
に
配
る
お

も
て
な
し
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
小
松
保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん

に
植
え
て
い
た
だ
い
た
ダ
リ
ア
の
花
壇
や
、

小
松
小
学
校
３
年
生
の
協
力
に
よ
り
作
成
し

た
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
」
な
ど
見
ど
こ
ろ

満
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８月～９月川西ダリヤ園周辺イベント情報
✿８月１７日 ㈰ １１時～ 　「２０１４水上爆走大会」
　　（川西ダリヤ園鏡沼）
✿８月３０日 ㈯ １１時～３時頃　羽前小松駅発着 
　　 「夏のダリア撮影会」〈駅長おススメの小さな旅〉
✿９月６日 ㈯ １２時３０分～  「第３１回地酒と黒べこまつり」
　　川西産米沢牛のすきやきと町内４軒の地酒を楽しむイベント
　　（川西ダリヤ園芝生広場）
✿９月１３日 ㈯ １１時～　「フラフェスタ」
　　県内外のフラダンス愛好者が集う。
　　音楽に合わせて踊ってみよう。（特設ステージ）≪雨天中止≫
✿９月１４日 ㈰ ８時３０分～
　　「第１７回ダリヤカップマウンテンバイク大会」
　　園内と内山沢を会場に本格的大会（ダリヤ園周辺）
✿９月１５日（月・祝）１０時～　「敬老の日感謝デー」
　　ダリアの花言葉は感謝。おじいちゃんおばあちゃんに
　　アレンジメントを作りませんか。
✿９月２１日 ㈰～２３日（火・祝）  「第６１回東北ダリヤ名花展」
　　個人愛好家自慢のダリアを展示し、優れた栽培技術を競う。
✿９月２８日（日）１１時～３時頃　羽前小松駅発着  
　　「花ウォーク ダリアコース」まちなか歩きとダリヤ園をウォーキング。

▲玉庭茶屋外観

▲ダリヤ園入口に設置されているウェルカムボードで
来場者の皆さまを歓迎

町報かわにし　89　町報かわにし 平成２６年８月１５日 平成２６年８月１５日



　
今
年
の
川
西
町
総
合
防
災
訓
練
は
、
東
沢
小
学
校
を
主
会

場
と
し
て
、
東
沢
地
区
自
主
防
災
会
や
町
消
防
団
等
各
種
団

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
災
害
に
あ
っ
た
と
き
に
、「
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら

よ
い
か
」
を
考
え
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
行
う
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
消
防
防
災
ヘ
リ
「
も
が
み
」、
地
震
体
験
車
も

参
加
し
ま
す
。
地
区
外
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
、
東
沢
小
学
校
前
プ
ー
ル
駐
車
場
、
東
沢
除
雪

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
東
沢
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
く
だ
さ
い

８
24
日震

度
６
強
の
大
地
震
を
想
定

●
災
害
状
況
（
想
定
）

　
平
成
26
年
８
月
24
日
午
前
８
時
、
長な

が
い
ぼ
ん
ち
せ
い
え
ん
だ
ん
そ
う
た
い

井
盆
地
西
縁
断
層
帯
を
震
源

地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
７
（
震
度
６
強
）
と
推
定
さ
れ
る

大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
８
月
24
日
㈰　
午
前
８
時
…
…
…
災
害
発
生
（
震
度
６
強
の
地
震
）

　
　
　
　
　
　

  

午
前
９
時
15
分
…
現
地
対
策
本
部
設
置
（
東
沢
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　

  

正
午
…
…
…
…
…
終
了
予
定

《
各
種
訓
練
等
》

避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
火
災
防
御
訓
練
、
地
震
体
験
訓
練
、

水
道
・
道
路
復
旧
訓
練
、
救
出
搬
送
訓
練
、
食
料
供
給
訓
練
、
地
震

体
験
訓
練
、
煙
体
験
訓
練
等

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
１
２

●
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

　
当
日
の
午
前
８
時
に
東
沢
・
中
郡
・
吉
島
地
区
で
、
訓
練
の
た
め

災
害
発
生
を
知
ら
せ
る
消
防
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

●
通
行
制
限
さ
れ
ま
す

　
東
沢
小
学
校
周
辺
の
道
路
で
当
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
30

分
ま
で
の
間
、
一
部
通
行
を
制
限
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

▲昨年の防災訓練の様子

〜
東
沢
小
学
校
周
辺
で
開
催
〜

（
小
雨
決
行
）

９月９日は救
９ ９

急の日
普通救命講習会開催　９月７日㈰から１３日㈯までの１週間は、「救急医

療週間」と定められ、９月９日は「救急の日」となっ
ています。これを機会に、救急業務や救急医療につい
て正しい理解を深めましょう。
　平成２５年中の救急出動件数は７２５件で前年を下
回りましたが、７０２人が搬送され、１日あたり約２件
の出動で、町民２３人に１人が搬送されたことになり
ます。救急車の正しい利用にご協力ください。

ＡＥＤ：自動体外式除細動器の取扱要領を含んでいます。
■ 日　　時　９月７日㈰　 午後１時～ 4時
■ 場　　所　川西消防署 会議室
■ 服　　装　動きやすい服装と運動靴、筆記用具
■ 申込締切　８月２９日㈮ まで

問川西消防署 ☎４２－３７００

救急車が来る前に、皆さんでできること

　
７
月
18
日
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
夏
の
安
全

県
民
運
動
出
発
式
が
行
わ
れ
、
関
係
機
関
団
体
と
連

携
し
、
期
間
中
の
犯
罪
や
青
少
年
非
行
、
い
じ
め
・

事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
28
日
、
２
８
７
号
線
お
し
ょ
う
し
な

作
戦
と
題
し
、
帰
宅
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
巡
回
や
、
特
に
交
通
量
の
多
い
、

ヤ
マ
ザ
ワ
・
う
め
や
・
ツ
ル
ハ
川
西
店
前
の
歩
道
に

旗
や
看
板
を
掲
げ
た
り
、
買
い
物
客
一
人
一
人
へ
う

ち
わ
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
る
な
ど
し
て
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

夏
型
交
通
事
故
に
注
意
！

交
通
安
全 
意
識
の
高
揚
図
る▲ 買い物客へ啓発グッズ

を配り交通安全の呼びか
けを行う

▲日没時間帯、特に交通
量の多いＴ字路へ並び運
転者へ啓発意識を促す

　このたび、台風８号の影響で発生した豪雨に
より、南陽市で住宅被害が発生しました。この
災害で被災された方々の生活再建の一助とする
ため、義援金を募集します。是非とも町民の皆
様のご協力をお願いします。頂いた義援金は日
本赤十字社を通して南陽市に届けられます。

平成２６年７月南陽市豪雨災害義援金の受付を行います

　なお、右記の義援金・救援金も受付しています。
町住民生活課窓口に募金箱を設置していますので、
あわせてご協力をお願いします。

○平成２６年７月９日 長野県南木曽町豪雨災害義援金
　　　　　　　　　　　―――８月２９日㈮まで
○イラク人道危機救援金―――９月３０日㈫まで

問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

■ 受付期間
○南陽市豪雨災害義援金
　平成２６年７月１７日㈭～平成２６年９月３０日㈫
■ 受付方法　
町住民生活課窓口に設置の義援金箱による受付
※「領収書」が必要な方は、町健康福祉課まで
　お越しください。

　
７
月
20
日
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
南

側
駐
車
場
を
会
場
に
消
防
団
ポ
ン
プ
の
的

確
な
操
作
を
競
う
川
西
町
消
防
団
操
法
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

大
会
に
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
１

班
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
13
班
が
出
場
。

各
班
と
も
日
頃
か
ら
熱
心
に
訓
練
し
た
成

果
を
発
揮
す
べ
く
、
真
剣
な
眼
差
し
で
挑

み
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果 

・
自
動
車
の
部　
優
秀
賞　

　
　
　
　
　
第
７
分
団
第
８
部
１
班 

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部　
優
勝

　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
４
部
１
班 

▲放水開始▲ポンプ車の部 第１位　第７分団第８部１班

７／２０

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

〜
川
西
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
〜

▲小型ポンプの部 第１位　第１分団第４部１班
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岩
手
県
大
槌
町
は
作
家
井
上
ひ
さ
し

氏
と
の
縁
か
ら
川
西
町
と
友
好
関
係
に

あ
り
、
こ
れ
ま
で
川
西
夏
ま
つ
り
へ
の

出
演
な
ど
互
い
に
足
を
運
び
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

　
６
月
28
〜
29
日
は
、
町
と
し
て
初
め

て
町
民
の
方
々
と
共
に
大
槌
町
を
訪
れ

る
、
１
泊
２
日
の
「
復
興
支
援
バ
ス
ツ

ア
ー
」
を
企
画
し
、
町
民
19
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
被
災
及
び
復
興
の
状
況

を
自
ら
の
目
で
視
察
す
る
こ
と
や
、
宿

泊
や
買
い
物
に
よ
る
経
済
的
支
援
を
目

的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
地
視
察
で
は
、
大
槌
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
佐
々
木
課
長
よ
り
被
災

状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
旧
大
槌

町
役
場
で
は
小
野
教
育
長
が
代
表
し
て

献
花
し
、
参
加
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧

げ
ま
し
た
。
大
槌
町
役
場
を
訪
れ
た
際

に
は
碇
川
町
長
よ
り
大
槌
町
が
抱
え
る

諸
課
題
や
現
状
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
懇
談
を
兼
ね
た
夕
食
会
で

は
、
大
槌
虎
舞
協
議
会
に
よ
る
虎
舞
の

演
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
参
加
者

の
懇
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
５
〜
６
日
に
は
大
槌
町
の
小
学

生
が
川
西
町
を
訪
れ
、
町
内
散
策
、
農

村
体
験
、
川
西
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
引
き
続

き
大
槌
町
と
の
交
流
、
そ
し
て
支
援
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

▼ ▼ ▼声・意見
　今回、川西町民の皆さんが
大槌町を訪れたことに対し
て、寄せられた声や意見をご
紹介します。
▼大槌町の方より
「大槌の現状を見に来てくれ
てうれしい」
「元気に頑張っている姿を見
てもらいたい」
▼ツアー参加者の皆さんより
「現場を見て、当事者の話を
聞いて実感が深まった」
「思っていたよりも復興が進
んでいなかった」
「交流を通じて出来るだけ応援
していかなければいけない」
「町民としてもっともっと多
くの人に現場を見てほしい」
などの声をいただきました。

大
槌
町
で
復
興
支
援
バ
ス
ツ
ア
ー　
川
西
町
で
大
槌
町
小
学
生
体
験
ツ
ア
ー
開
催

２
つ
の
ツ
ア
ー
で
川
西
町
民
と
大
槌
町
民
が
相
互
に
交
流

▲旧大槌町役場の献花台へ黙とうを捧げる

▲川西ホッケースポーツ少年団との交流

▲スノードームの中に入り雪冷房見学▲高台から大槌町内を望む

▲大槌町「虎舞」と復興支援バスツアー参加者の皆さん

▲虎舞が披露される▲被災状況の説明を受ける

農産加工・起業セミナー
　農産加工技術の習得と起業のためのセミナーを全
１０回開催します。ぜひ継続してご参加ください。

【第４回目　花の加工セミナー①】　（先進地研修）
○日時：８月２２日㈮　午前８時～午後８時
○場所：秋田県由利本荘市　㈲フラワート
　　　　川西町農村環境改善センター集合・解散。
　　　　町のバスで移動します。
○内容：ダリア等のプリザーブドフラワー加工の先進地視察
※プリザーブドフラワーとは、生花の美しさを長期間保たせ
　る特殊加工をした花のことで、その加工現場を視察します。
○申込：８月２０日㈬まで。定員２０名

【第５回目　花の加工セミナー②】　（実技研修）
○日時：８月２９日㈮　午前９時３０分～午後５時
○場所：川西町農村環境改善センター
○講師：秋田県由利本荘市 ㈲フラワート代表 嶋真紀子氏
○内容：ダリア等のプリザーブドフラワー加工の実技研修
○申込：８月２２日㈮まで。定員２０名

　第６・７回目は１０月下旬～１１月上旬に漬物加
工セミナー（講師：さとみの漬物講座企業組合 理事
長 新関さとみ氏）を予定しています。開催期日等は
随時町報等でお知らせいたします。
※６次産業化に関することは随時ご相談に応じます
　ので、お気軽にお問い合わせください。

問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

日　付 場所・時間 講師・講義名 電話番号

９月４日㈭  川西町
中央公民館
１９：００～
２１：００　

フリーアナウンサー 伊藤こずえ氏
「誰でも話し上手になる秘訣」

人とうまく話せない方、自分の想いを伝えるのに苦労し
ている方はたくさんいます。プロから学ぶコツを駆使し
てコミュニケーション力を鍛えます。

９月１８日㈭ 山形落語愛好協会 笑福亭間助氏 他
「落語で学ぶコミュニケーション術」

大勢の人の前で話をすることや与えられたテーマに沿っ
て肉付けしながら話を組み立てるスキルを学びます。

まちづくりマイスター養成講座公開講座
　平成２３年度から、地域づくりに必要なスキルを身につけ、「これから」を担う人材を
養成することを目的とした「まちづくりマイスター養成講座」を実施しています。
　受講者以外に一般の方も受講できる公開講座を下記の日程で開催します。
■ 受講資格　年齢、性別等を問いません

受講料
無料

　

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ４２ー６６１３

❖開催日　９月１３日、１０月１１日、
　　　　　１１月８日
　　　　　※１１月までの毎月第２土曜日
❖時　間　朝７時～８時３０分まで
❖会　場　ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　　　　　（１１月および雨天時は中央公民館）
出展者を随時募集中です。お気軽にご相談ください。
問事務局（町産業振興課内）☎４２－６６９６

こまつ市開催情報
❖開催日　９月１３日、１０月１１日、

　　　　　※１１月までの毎月第２土曜日　　　　　※１１月までの毎月第２土曜日

小松豊年獅子踊公演日程
１　諏訪神社　　　　　９：００～
２　吉田魚店　　　　　９：４５～
３　かがやきの丘　　１０：２０～
４　美郷幼稚園　　　１１：００～
５　斎藤肉屋駐車場　１１：４０～

８
月
27
日
水

　関東方面在住の川西町出身者で構成される東京川西
会の恒例行事「いも煮会」が、東京都あきる野市秋川
橋河川公園で開催されます。
　ぜひこの機会に、東京川西会員の皆さんとの交流、
川西町出身の友人、知人、親戚の方と懐かしい時間、
楽しいひと時を過ごしてみませんか？
■ 期　日　１０月１８日㈯～１９日㈰
■ 宿泊地　東京都あきる野市内旅館予定
■ 費　用　１７, ０００円
（※料金に含まれるもの：往復バス代３, ５００円、
  宿泊費１０, ０００円、いも煮会参加料３, ５００円）

　○交通手段：貸切バス
　　　午前１０時頃・・・川西出発
　　　午後　4時頃・・・あきる野市着
　　　　　　　　夜・・・交流会
　　　いも煮会参加
　　　午後３時３０頃・・出発
　　　午後　９時頃・・・川西着

　※詳しくは参加者に直接通知します。

■ 申込締切　９月１９日㈮

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

東京川西会「いも煮会」に参加しませんか

日
程

募集人員
１５名
※最少催行人数

９名

18 

日

19 

日

参加者
募集‼

　
▲

６
月
28
〜
29
日　

復
興
支
援
バ
ス
ツ
ア
ー

　

▲

８
月
５
〜
６
日　

大
槌
町
小
学
生
体
験
ツ
ア
ー
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２
つ
の
臨
時
給
付
金
の
申
請
手
続
き

　現在「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」の申請を受け付けています。対象世帯には
６月中旬に申請書を郵送（※注）していますので、まだ申請していない方は早目の申請をお願いします。
　「支給対象者に該当するかわからない」、「申請書の記入方法がわからない」、「添付書類のコピーがで
きない」、「郵送された申請書をなくした」このような場合は下記の問合せ先までご連絡ください。

臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

支給対象者

平成２６年１月１日に川西町に住民
票があり、平成２６年度分の町民税
（均等割）が課税されていない方。
（自身を扶養している方が課税され
ている場合又は生活保護を受けてい
る方は対象外です。）

平成２６年１月分の児童手当（特例給付を含
む。）を受給しており、平成２５年の所得が児
童手当の所得制限限度額未満の方。
（平成２６年１月分の児童手当の対象児童の内、
臨時福祉給付金の支給対象となる児童又は生
活保護を受けている児童は対象外です。）

支  給  額
・支給対象者１人につき１万円。
・老齢基礎年金等の加算対象者には
  ５千円を加算。

・対象児童１人につき１万円。

申  請  先 川西町役場　臨時給付金窓口
※９月１日からは町健康福祉課に変更となります。

申請期間 平成２６年６月１６日㈪～平成２６年１２月１６日㈫まで

問合せ先 川西町役場 臨時給付金窓口（☎５４－２５１２）
※９月１日からは 町健康福祉課（☎４２－６６３５）に変更となります。

（※注）公務員の方には職場から申請書が配布されますので、町からの申請書送付は行っていません。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）は、２０歳
から６０歳になるまでの４０年間保険料を納めなければ、
満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付期
間が４０年間に満たない場合は、６０歳から６５歳になる
までの間に国民年金に任意加入して保険料を納めることに
より、満額に近づけることができます。
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金
に任意加入することができます。詳しくは、米沢年金事
務所もしくは町住民生活課までお問い合わせください。
問米沢年金事務所 ☎２２－４２２０
問町住民生活課 住民生活グループ ☎４２－６６１５

●「ねんきんネット」をご利用ください！
　日本年金機構が提供する「ねんきんネット」では、年
金に関する便利なサービスをインターネットからご利用
いただけます。
　≪利用できるサービス一覧≫
　＊年金加入記録の確認
　＊ライフプランに合わせた年金額の試算
　＊電子版「ねんきん定期便」の確認
　＊パソコンによる各種届書の作成・印刷
　＊スマートフォンでの年金記録確認
※ご利用にはユーザー IDの取得が必要です。
　詳しくは日本年金機構のホームページをご覧ください。
http://www.nenkin.go.jp/n.net/

詳しくは「ねんきんネット」で検索

●税金の納期内納付を
　お願いします
　今月は、町県民税第２期、国民
健康保険税第２期・介護保険料第
２期・後期高齢者医療保険料第２
期の納付月です。納期限は９月１
日（口座振替の方は８月２８日が
振替日）になりますので、早めの
納付や口座残高の確認をお願いし
ます。
　口座振替を利用されている方は、
口座残高不足等により口座振替とな
らなかった場合、再度の振替ができ
なくなりますのでご注意ください。
●税金の納め忘れは
　ありませんか？
　現在、川西町では、税金に滞納
がある方を対象に納付催告を実施
しています。納付催告後も納付が
なければ、財産差押等の法的措置
により強制的に納めていただく場
合があります。万一納め忘れ等が
ありましたら、早急に納付いただ
くか税務収納課までご連絡をお願
いします。
問町税務収納課 ☎４２－６６３４

ご
存
知
で
す
か
？

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

まちからのお知らせ
town information

まちからのお知らせ
town information

　  国保税を滞納すると

　　国保税を滞納している場合は、郵送することが出来ず納付相談
を行っていただきます。該当される方には別途通知しますので、
納付相談には必ずお越しください。滞納の状況によっては、有
効期限の短い被保険者証等を交付します。

　  国保加入の届出が遅れると

　　国保に入る資格ができたときから、国保税の納付義務が発生し
ます。届出が遅れた場合でも、加入月までさかのぼって国保税を
納めていただくことになります。

　  国保脱退の届け出が遅れると

　　職場の健康保険などに加入したときは、ご自分で国保を脱退す
る届出をしなければなりません。届出をしないと、社会保険料と
国保税を二重に支払ってしまうことになりかねません。また、うっ
かり国保の被保険者証を使って受けた医療費の国保負担分は、全
額返還していただくことになります。

ジェネリック医薬品を使いましょう
●ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは
　新薬（先発医薬品）の特許期間が満了した後に販売される
薬です。新薬と同じ厳しい品質基準によって、確かな品質が
保たれており、効き目も同等とされています。また、比較的
安価で提供されています。
　薬代の負担を軽くするために、ジェネリック医薬品を使っ
てみませんか？まずは、医師や薬剤師の方に「ジェネリック
に替えられますか？」とお尋ねください。

　なお、今回の保険証更新の際に、
ジェネリック医薬品希望シールを
配布しますので、保険証に貼って
お使いください。
※病状や体質等によっては、ジェ
　ネリック医薬品に切り替えられ
　ない場合があります。

お薬の管理はしっかりと
　薬の重複使用や飲み合わせによる副作
用防止のために、お薬手帳を活用しま
しょう。また、自宅近くやいつも行く薬
局など、気軽に相談できる「かかりつけ
薬局」を持ちましょう。
※かかりつけ薬局では、皆さんの薬の服用歴の管理や、市販
　薬、健康食品等との飲み合わせ、体質等も含めて様々相談
　にのってくれます。

問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

健診結果を活用しましょう
　健診結果で異常が見つかっても、「痛く
もかゆくもないから」とそのまま放置して
いると、高血圧や糖尿病などはほとんど自
覚症状がないので、徐々に悪化し重症化し
ていきます。そうなる前に、かかりつけ医
に健診結果を持参し受診しましょう。
　例えば、糖尿病の外来通院１か月当たり
の医療費総額は約２４，０００円程度、合
併症が進行し人工透析が必要になると約
４０万円程度、と言われており、重症化
すると高額になります。（金額はあくまで
も一例で、窓口での支払いは負担割合等に
よって異なります。）

１年に１回は特定健診
を受けましょう！！
●特定健診を受けるメリット
　経年的に結果を見ることができ、健康状
態を管理できます。生活習慣病になる前に
予防することができ、医療費が抑えられます。
特定健診は１１月まで実施しています。
受診を希望される方は町健康福祉課まで
お申込みください。
※ 高血圧・糖尿病等で治療中の方も特定
　 健診を受けることをお勧めします。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
更
新
に
な
り
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
８
月
31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
８
月
末
に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
届
い
た
ら
、

記
載
内
容
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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まちからのお知らせ
town information

まちからのお知らせ
town information

川西町職員を
装った不審電話に
ご注意ください

　本町職員を装って「役場で休日粗大ごみ回収を行っ
ている」などと電話をかけ、自宅に向かい家電製品や
粗大ごみを有料で回収しようとする不審電話に関する
情報が町民の方から寄せられています。
　家電製品や粗大ごみに関して、役場が有料で回収を
するようなことは行っていません。
　上記に関する電話で、不審に感じた場合は、その場
で対応せずに、相手の所属・氏名・連絡先を確認し、
一度電話を切って、町住民生活課環境衛生グループま
でお問い合わせください。
問町住民生活課 環境衛生グループ ☎４２－６６１８

夏本番！生ごみの
水きりにご協力ください！

　～可燃ごみの約半分が水分！
　　　水を焼却するために経費が掛かる？～
　千代田クリーンセンターで焼却される可燃ゴミの
約４７％が水分です。川西町から出る可燃ゴミ１年
分にすると、約１，６００ｔ（６コース、２５ｍプ
ール約４杯分）の水を焼却していることになり、多
くの燃料を無駄に消費しています。
　夏は他の月に比べ、ゴミの量・ゴミ含まれる水分
も増える傾向にあります。また、臭いも気になる季
節です。生ごみを捨てる時は水切り袋等などを利用
し「最後にギューっとひと絞り」をお願いします。

★スイカやメロンなど水分の多いも
のは、細かくすることで水切りし
やすくなります。

★スイカやメロンなどは、「あんな
に水切りしたのに」と思うほど水
分があります。夏の強い日差しを
利用し、天日に干すと効果的です。

問町住民生活課 環境衛生グループ ☎４２－６６１８

農地パトロールを実施します
　農業委員会では年１回（８月）、農地
の確保や有効利用に係る取り組みの一環
として農地パトロールを実施いたします。
①耕作放棄地の荒廃の状況等を把握し、その解消に
向けた取り組みを推進するため　②農地の違反転用
防止対策のため、現地調査を実施します。
　調査の際には農地に立ち入ることもありますので、
ご理解とご協力のほどをよろしくお願いいたします。

■ 農地パトロール実施日　８月２５日㈪
問町農業委員会事務局 ☎４２－６６０５

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
７月２４日

地上から
の高さ

場　　　所
小松小
学校

大塚小
学校

犬川小
学校

中郡小
学校

高山小
学校

玉庭小
学校

東沢小
学校

吉島小
学校

川西中
学校

１００㎝ ０．０８ ０．０９ ０．１０ ０．０９ ０．１０ ０．０８ ０．０８ ０．０９ ０．０９

　５０㎝ ０．０９ ０．０９ ０．１１ ０．０８ ０．１０ ０．０９ ０．０９ ０．０９ ０．０８

町内小中学校グラウンド空間放射線量 問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

アンケート調査への
ご協力をお願いします

　NPO法人With 優では学校に行けない、行かない
ことを選択した子ども達のもう一つの学校であるフリ
ースクールを中心に様々な課題を抱えた若者の社会的
自立に向けた支援を置賜地域において７年間おこなっ
てきました。
　多くの若者の支援を行うなかで、課題を抱えた若者
への早期支援の必要性、そして、困難な状況に陥る前
に予防的に関わることの重要性について、気づかされ
たところです。
　今回、川西町の協力を得て、山形県の助成金を活用
したアンケートによる全戸調査を行わせていただきま
す。アンケートは返送用封筒と一緒に８月１５日号の
町報と一緒に配布させていただきます。調査内容につ
いては、統計処理を行った上で、個人が特定されない
形で公表させていただきます。
　実態を把握することと併せて、直接みなさんの声を
生かした支援を行うためにも、ぜひご協力をお願いし
ます。（特定非営利活動法人　With優  代表  白石祥和）
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０
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。

❖ 対象者
川西町に住所を有する方で次の要件を満たす方
① がんと診断され、脱毛の副作用がある抗がん剤による治療を行っていること
② 抗がん剤の治療に伴う脱毛により、就労や社会参加等に支障がある又は支障
が出る恐れがあるため、ウイッグ（かつら）が必要になっていること

③ 加入する医療保険の保険料算定対象者の直近の市町村民税所得割額が２３万
５千円未満であること

④ 他の法令等による助成等を受けていないこと
❖ 助成の対象経費
　平成２６年４月１日以降に医療用ウイッグ（かつら）を購入した経費
　※ ウイッグ（かつら）本体の購入経費のみが対象となります。
　　 付属品やケア用品等は対象となりません。
❖ 助成額
　１０，０００円又は、購入経費の１／２の額のいずれか低い額
　＊１回限りの助成となります。
❖ 申請について
　■ 申請期間　　平成２７年３月３１日まで
　■ 申請場所　　健康福祉課窓口（平日８時３０分～１７時）
　※ 保健師が不在となる場合がありますので、事前に確認のうえおいでください。
　■ 必要書類　
　① 川西町医療用ウイッグ購入費助成金交付申請書（窓口に設置してあります）
　② 脱毛の副作用がある抗がん剤治療を受けていることを証明する書類
　　（お薬手帳、診療明細書、治療方針計画書など）
　③ 医療用ウイッグを購入した際の領収証原本
　④ 対象者が加入する医療保険証の写し
　⑤ 町民税所得割額が確認できる書類
　⑥ 助成対象者の振り込み用口座の通帳
　⑦ 印鑑

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０
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「
地
酒
で
乾
杯 

川
西
町
〝
お
ち
ょ
こ
〞」

を
販
売
し
ま
す

　町商工会商業部会では、本年３月町議会で議員発議による「川西町地酒による乾杯
を推進する条例」が制定されたことを受け、「地酒による乾杯」を広く普及していき
たいと考え、町内４蔵元の商品名を入れた「地酒でかんぱい 川西町“おちょこ”」を
作製しました。
町内飲食店だけでなく、各ご家庭でもご利用いただきたいことから、町民の皆さん向
けに販売いたしますので、ぜひ、ご購入ください。
■ 販売価格　１個１３０円（消費税込み）
■ 販 売 先　 町商工会（事前に電話でご連絡をお願いします。）

問町商工会 ☎４６－２０２０
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健康カレンダー 問町健康福祉課 健康グループ
☎４２－６６４０

健康情報ひろば

〜
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
〜

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

介護予防サポーター養成講座受講者 募集！
　健康づくりや介護予防に役立つ知識を学び、一緒に楽しみながら介護予防
サポーターとして元気に活動してみませんか？
　「何かはじめようかな」「何かしたいなぁ」とお考えの方の参加をお待ちし
ています！これまで参加したことがある方も大歓迎です！
※ 介護予防サポーターとは、町や各地区で行われている介護予防や健康づくりのボランティアです。

◆時　間　　午前９時３０分～１１時３０分
　　　　　　（１０月１７日㈮のみ１３時００分まで）
◆場　所　　川西町農村環境改善センター
◆参加料　　無料

　　　問合せ・申込先
　　　　川西町地域包括支援センター
　　　　☎４６－５５１１

熱中症を予防しましょう
高齢者は暑さを感じにくく室内でも熱中症の危険があります。

のどの渇きを感じていなくてもこまめに水分を補給しましょう。
室内に温度計を置いて、室温をこまめに測りましょう。
暑さをがまんせず、扇風機・エアコンを利用しましょう。

　　  介護者のつどい
　　  （認知症）
■ 日時　９月１０日㈬
　 午前１０時～１１時３０分
■ 場所　生きがい交流館
※申し込みは不要ですので
　お気軽においでください。

ご案内

子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します
８月末で更新が必要な方は、
１歳児から小学６年生までの誕生日が
８月２日から９月１日生まれの方 です。
〈受　　付〉８月２２日㈮～８月２９日㈮
〈持 ち 物〉①印鑑　②お子さんの健康保険証
③平成２６年１月１日に本町に住所がない方は、扶
養者の平成２５年分の所得額と控除額のわかる書類
※医療証の有効期限は、お子様の誕生月の末日までとなっ
ています。有効期限切れの医療証を医療機関で提示す
ると、自己負担額を請求される場合がありますので、
有効期限が切れる前にすみやかに更新手続きください。

※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合わ
せください。

問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

各種検診（呼吸器・特定健診等）

〈受付時間〉７：３０～９：００
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は、保険証が必要です。

期　日 場　所
９月２日㈫ 東沢活性化センター
９月２４日㈬、
２５㈭、２９日㈪ 中郡地区交流センターみずほ

適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★　病気になったとき、日頃の健康に不安を感じた
ときに相談できる「かかりつけ医」を持ちましょう。体の不調を感じ
たときは、早めに「かかりつけ医」に相談する習慣をつけましょう。

期　日 場　所

１０月７日㈫ 講話：川西町の高齢者の健康課題と介護予防（町保健師）
講話：「介護予防事業の仕組みと基本チェックリストの実際」（町保健師）

１０月１７日㈮ 講話と実習：「高齢期の食事～低栄養の予防～」
　　　　　　（管理栄養士　竹田俊子氏）

１０月２２日㈬ 講話と実技：「運動器機能向上プログラムの実際」
　　　　　　（川西湖山病院　理学療法士）

１０月２７日㈪
講話：「認知症の理解とサポート」（山形県作業療法士会）
講話：「お口の健康～いつまでもおいしく楽しく！～」
　　　（歯科衛生士　色摩和子氏）

１１月５日㈬ 講話と実技：「高齢者向けのレクリエーション」（健康運動指導士）
座談会：介護予防を地域に広めるには

定 員
２０名
（先着順）

母子健康手帳交付
〈期　　日〉９月８日㈪、２２日㈪
〈受付時間〉９：００～１６：３０
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持ち物〉妊娠届出書

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉９月１７日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉平成２５年１１月～１２月生まれの幼児
〈持ち物〉母子健康手帳、タオル、おむつ

１歳６か月児健康診査
〈期　　日〉９月１９日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉平成２５年２月～３月生まれの幼児
〈持ち物〉母子健康手帳、タオル、おむつ、問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票等郵送します。

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉９月１８日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２４年９月生まれの幼児

【受付時間】１３：２０～１３：３０
②平成２５年７月、平成２４年３月、
 平成２３年９月生まれの幼児ほか
【受付時間】１３：３０～１４：００
③妊婦及び夫
【受付時間】１３：５０～１４：００

〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

献　　血
〈期　　日〉９月１９日㈮
〈献血時間〉９：００～１１：００
〈場　　所〉川西町中央公民館
〈対象者〉１６～６９歳の健康な方
〈持ち物〉献血カード
〈その他〉骨髄バンクドナー登録会を併せて開催します。

「こころの健康相談統一ダイヤル」
～  自殺予防週間（９月１０日～１６日）～　

　一人で悩みを抱えないで、まずはお電話をください。
●こころの健康相談統一ダイヤル

　☎ ０
お こ な お う
５７０－０

まもろうよ
６４－５

こ こ ろ
５６

※ PHS電話、IP電話、プリペイド式携帯電話、列車公
　 衆電話、海外からは接続できません。
○ 受付期間：９月１０日㈬～１６日㈫   ９：００～１７：００
※ 期間中は土日祝日も相談を受け付けします。
○ そ の 他 ：上記の期間以外は、「心の健康相談ダイヤル」
　　　　 において相談を受け付けています。

●心の健康相談ダイヤル
☎０２３－６３１－７０６０（祝祭日年末年始を除く）
月～金曜日　９：００～１２：００、１３：００～１７：００
問山形県精神保健福祉センター ☎０２３－６２４－１２１７

子宮頸がん検診・乳がん検診
〈期　　日〉９月３日㈬、１１日㈭、１６日㈫
〈受付時間〉１３：００～１３：２０
〈場　　所〉南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。

ママパパ教室
〈期　　日〉９月１６日㈫
〈受付時間〉１３：１５～１３：３０
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉９月９日㈫まで電話で申し込み
〈持ち物〉母子健康手帳

町報かわにし　1819　町報かわにし 平成２６年８月１５日 平成２６年８月１５日
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芸
術
文
化
祭
「
町
民　

写
真
展
」
作
品
募
集

▼
参
加
資
格
：
町
内
在
住
ま
た
は

町
内
勤
務
の
方

▼
題
材
：
自
由
（
未
発
表
の
作
品

に
限
る
）

▼
出
品
点
数
：
１
人
２
点
ま
で

▼
出
品
票
：
町
内
写
真
店
（
要
項
も
）

▼
サ
イ
ズ
等
：
四
つ
切
、
ワ
イ
ド

四
つ
切
の
短
写
真
に
限
る
。
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
撮
影
可
。
パ

ソ
コ
ン
に
よ
り
加
工
し
た
も
の

は
不
可
。
額
装
し
た
も
の
は
審

査
の
対
象
外
。

▼
応
募
先
：
町
内
写
真
店
ま
た
は

芸
術
文
化
協
会
事
務
局
（
フ
レ

ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

▼
応
募
締
切
：
10
月
25
日
㈯ 　

午
後
４
時

※
芸
術
文
化
祭
は
11
月
２
日
㈰
、

３
日
㈷
開
催
予
定
。

問
佐
藤
ス
タ
ジ
オ

☎
42

－

３
０
６
１

放
送
大
学 

10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間
：
８
月
31
日
㈰
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。左
記
問
合
せ
先
ま
た
は
、

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
放
送
大
学
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
ご
案
内

　

特
許
や
商
標
な
ど
の
知
的
財
産

に
関
す
る
悩
み
や
課
題
の
解
決
を

支
援
し
ま
す
。

▼
相
談
内
容
：
特
許
や
商
標
な
ど

の
出
願
手
続
き
方
法
や
費
用
／

先
行
技
術
や
先
願
商
標
の
調
査

方
法
／
知
的
財
産
権
に
よ
る
技

術
等
の
保
護
手
段
／
知
的
財
産

権
で
保
護
を
図
り
な
が
ら
ブ
ラ

ン
ド
確
立　

な
ど

▼
相
談
料
：
無
料
（
秘
密
厳
守
）

▼
相
談
専
用
電
話
番
号
・
問
一
般

社
団
法
人
山
形
県
発
明
協
会

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

８
１
３
０

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

登
記
相
談
が
予
約
制　

と
な
り
ま
す

　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局
で

は
、
登
記
相
談
を
ご
希
望
の
皆
様

に
待
ち
時
間
な
く
相
談
窓
口
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
成
26

年
９
月
１
日
㈪
か
ら
登
記
相
談
を

予
約
制
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
予
約
先
電
話
番
号
・
問
山
形
地

方
法
務
局
米
沢
支
局
登
記
部
門

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

（
お
問
合
せ
番
号
２
）

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の　

成
年
後
見
＆
相
続
無
料
相
談
会

▼
日
時
：
９
月
15
日
㈷ 

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
相
談
方
法
：
面
談
及
び
電
話
相
談

▼
面
談
場
所
：
山
形
県
司
法
書
士
会

館
（
山
形
市
緑
町
１
丁
目
４

－

15
）

▼
相
談
電
話
番
号
：（
予
約
不
要
）

☎
０
２
３

－

６
４
２

－

５
５
８
８

▼
相
談
料
：
無
料

労
働
相
談
会

　

山
形
労
働
委
員
会
で
は
、解
雇
、

賃
金
引
き
下
げ
な
ど
、
労
使
間
の

ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
の
た
め

に
、
山
形
市
と
酒
田
市
の
２
か
所

で
、
労
働
相
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
労
働
委
員
会
委
員
が
問
題

解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
：
９
月
28
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

▼
開
催
場
所
：
①
山
形
県
庁
（
山

形
市
松
波
２

－

８

－

１
）

②
鶴
岡
市
勤
労
者
会
館
（
鶴
岡
市

泉
町
８

－

57
）

▼
対
象
と
な
る
方
：
県
内
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
労
働
者
、
事

業
主
の
方
な
ど

▼
ご
予
約
・
問
山
形
県
労
働
委
員
会

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
９
３

代
替
調
理
師
を
募
集
し
ま
す

　

町
の
学
校
給
食
調
理
場
に
お
い

て
、
調
理
師
に
欠
員
が
生
じ
る
場

合
（
１
日
単
位
）
の
代
替
調
理
師

を
募
集
し
ま
す
。

　

代
替
調
理
師
の
内
容
は
、
次
の

通
り
で
す
。

▼
勤
務
日
：
不
定
期
と
な
り
ま
す
。

学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、

可
能
な
場
合
に
勤
務
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
勤
務
場
所
：
町
内
小
中
学
校
の

調
理
場
。
日
に
よ
っ
て
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
賃
金
額
：
○
調
理
師
免
許
を
お

相
　
談

広 

告

募
　
集

持
ち
の
方
→
１
時
間
当
た
り

８
０
０
円（
最
高
７
時
間
勤
務
）

○
調
理
師
免
許
を
お
持
ち
で
な

い
方
→
１
時
間
当
た
り
７
３
５

円
（
最
高
７
時
間
勤
務
）

▼
登
録
開
始
：
平
成
26
年
10
月
１

日
㈬

▼
そ
の
他
：
調
理
師
免
許
所
持
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
町
教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ

ル
ー
プ　

☎
42

－

６
６
５
９

平
成
26
年
度
保
育
士　

再
就
職
支
援
研
修
会

▼
開
催
日
：
10
月
３
日
㈮

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ

ー
（
米
沢
市
西
大
通
１

－

５

－

60
）

※
他
開
催
地
区
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
：
○
保
育
士
資
格
を
保

有
し
て
い
て
、
現
在
保
育
職
か

ら
離
職
し
て
い
る
方　

○
保
育

士
資
格
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

▼
研
修
内
容
：
○
行
政
説
明
・
山

形
県
の
保
育
を
め
ぐ
る
現
状
に

つ
い
て　

○
講
演
・
こ
こ
10
年

の
保
育
現
場
の
移
り
変
わ
り　

○
講
師
・
東
北
文
教
大
学 

短
期

大
学
部
、
羽
陽
学
園
短
期
大
学

の
教
員
（
予
定
）　

○
事
例
報
告

～
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

現
場
が
求
め
る
人
材
と
は

※
研
修
会
場
で
は
、
各
種
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
研
修
会
開
催
日
か
ら
数
日
後
、

近
隣
市
町
村
の
保
育
所（
予
定
）

で
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
山
形
県
社
会
福
祉

協
議
会 

山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
３
３

－

７
７
３
９

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

▼
試
験
区
分
・
採
用
人
数
：
①
初

級
行
政
・
若
干
名　

②
初
級
電

気
・
若
干
名　

③
消
防
士
・
５

名
程
度

▼
受
験
資
格
：
①
②
平
成
２
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

③
ア
）
昭
和
60
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
／
イ
）
採
用
後
に

米
沢
市
、
南
陽
市
、
高
畠
町
及

び
川
西
町
に
居
住
で
き
る
人
／

ウ
）普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ

Ｔ
車
限
定
を
除
く
）
を
有
す
る

人
又
は
取
得
見
込
み
の
人

▼
第
１
次
試
験
日
：
10
月
19
日
㈰

▼
会
場
：
置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
高
畠
町
夏
茂
２
９
３
３
）

※
消
防
士
の
体
力
試
験
は
20
日
㈪

米
沢
市
営
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日
：
平
成
27
年
４
月

１
日

▼
受
付
期
間
：
８
月
25
日
㈪
～　

９
月
19
日
㈮

▼
受
験
申
込
書
の
交
付
場
所
：

　

○
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事

務
局
総
務
課
、
消
防
本
部
及
び

各
消
防
署
／
○
賜
地
域
の
市
役

所
及
び
町
役
場
の
企
画
担
当

課
／
○
本
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

(h
ttp

://w
w

w
.ok

ik
ou

.
or.jp/toppage.htm

)

▼
申
込
先
・
問
置
賜
広
域
行
政
事

務
組
合
事
務
局
総
務
課
（
職
員
採

用
試
験
担
当
）

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６

山
形
県
下
水
道
協
会　

排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
県
内
統
一
試
験

▼
日
時
：
11
月
16
日
㈰ 

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
会
場
：
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ 

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形

市
平
久
保
１
０
０
）

▼
申
込
：
９
月
１
日
㈪
～
９
月
30

日
㈫
ま
で
町
地
域
整
備
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
講
習
会
：
希
望
者
を
対
象
に
受

験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課 

下
水
道
グ
ル

ー
プ　

☎
42

－

６
６
５
７

日
本
赤
十
字
社
職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
：
一
般
事
務
職
及
び

看
護
師
職

▼
採
用
予
定
人
員
：
若
干
名

▼
応
募
方
法
：
募
集
要
項
詳
細
は
、

当
社
山
形
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
願
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
：
８
月
25
日
㈪
～　

９
月
10
日
㈬（
当
日
消
印
有
効
）

問
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部 

総
務
課
（
岡
崎
・
鈴
木
担
当
）

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

１
３
５
３

仲
人
養
成
講
座

　

少
子
化
の
大
き
な
要
因
で
あ
る

未
婚
化
・
晩
婚
化
が
進
む
中
で
、

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
出
会
い

の
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
仲
人
活
動
を
行
う

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
の
拡

大
及
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
仲
人
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
：
８
月
25
日
㈪　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
10
分

▼
場
所：
山
形
県
庁
２
階
講
堂（
山

形
市
松
波
２
丁
目
８

−

１
）

▼
内
容
：
①
仲
人
活
動
の
基
礎
知

識
〈
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い 

井
上
眞
規
氏
〉　

②
「
や
ま
が

た
縁
結
び
た
い
」
と
し
て
の
活

広
告

広
告

～仲間といっしょに働いてみませんか～
◇わたしも、あなたも、まだまだやれる◇

　 会 員 募 集
屋内外清掃、農作業、庭木剪定、雪囲い等の仕事
詳しいことはセンターに相談ください

公 益 社 団 法 人 東 置 賜 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー
支所 川西町農村環境改善センター内 ☎４２－３８４５

採
用
関
係

職　員　募　集
寿泉荘は、常時介護が必要な高齢の方が、長期にわたり入所利用していただく
特別養護老人ホームです。ぜひ私たちと一緒に働いてみませんか。
▼募集職種
　 看 護 師 ： 法人の正規職員として選考採用いたします。（夜勤なし）
　 准看護師・介護職員・調理員は非正規雇用です。
いずれの職種も若干名ですが、介護職員・調理員は資格や経験は不問です。詳しくはお気軽にお問い合わせください。
問い合わせ：長井市今泉 1857　特別養護老人ホーム「寿泉荘」　事務長  鈴木　☎ 0238-88-9127

催
　
し
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（
土
・
日
・
祝
日
休
）

女
性
の
た
め
の　
　
　

セ
ル
フ
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
：
９
月
13
日
㈯ 

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
会
場
：
置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
米
沢
市
金
池
３
丁
目
１

－

14
）

▼
内
容
：
○
助
産
師
に
よ
る
講
話

「
女
性
ホ
ル
モ
ン
で
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｙ
を
引
き
寄
せ
る
！
今
日
か
ら

始
め
る
セ
ル
フ
ケ
ア
」
○
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
・
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
体
験

▼
対
象
：
10
代
後
半
～
30
代
の
女
性
・

セ
ル
フ
ケ
ア
に
興
味
の
あ
る
女
性

▼
定
員
・
参
加
費
：
30
人
・
無
料

▼
申
込
締
切
：
９
月
５
日
㈮

▼
申
込
・
問
置
賜
保
健
所 

地
域

保
健
予
防
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
２
０
５

む
が
あ
し 

む
が
し
の
つ
ど
い

　

川
西
昔
ば
な
し
の
会
の
発
足
５

周
年
を
記
念
し
て
、
語
り
部
の
発

表
を
行
い
ま
す
。
申
込
は
不
要
、

ど
な
た
様
も
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
９
月
15
日
㈪ 

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
会
場
：
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

▼
内
容
：
川
西
昔
ば
な
し
の
会
の
発
表

▼
参
加
料
：
無
料

問
川
西
昔
ば
な
し
の
会 

小
林
幸
子

☎
42

－

５
７
１
１

動
〈
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い 

阿
部
潤
子
氏
〉　

③
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
〈
山
形
県

学
事
文
書
課
〉

▼
申
込
：
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
、
８
月
18
日
㈪
ま
で
、
左
記

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
受
講
申
込
書
は
町
住

民
生
活
課
に
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
先
・
問
山
形
県
子
育
て
推

進
部 

子
育
て
支
援
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
３
２

－

８
２
３
８

兜
を
折
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
愛
の
兜
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
」で
は
折
り
紙
で
兜
を
折
り
、

観
光
客
に
お
配
り
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
ま
す
。
兜
折
り
の
講
習
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
８
月
27
日
㈬
、
９
月
24
日

㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所
：
川
西
町
中
央
公
民
館

問
愛
の
兜
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会 

荒
瀬
美
千
代 

☎
42

－

３
７
９
６

お
き
た
ま
８
輪
ピ
ッ
ク

　

置
賜
地
域
３
市
５
町
の
地
域
資

源
・
文
化
を
盛
り
込
ん
だ
運
動
会

を
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
終
了

後
に
は
交
流
会
も
開
催
し
ま
す
の

で
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
８
月
30
日
㈯ 

10
時
～

▼
場
所
：
川
西
町
交
流
館
あ
い
ぱ

る
（
旧
川
西
第
二
中
学
校
）

▼
対
象
：
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
交
流
会
は
成

人
の
み
と
な
り
ま
す
。

▼
参
加
費
： 

全
日
程
参
加
２
０
０
０

円
（
交
流
会
費
含
む
）
運
動
会
の

み
５
０
０
円
（
未
成
年
無
料
）

▼
申
込
：
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
次
の

ア
ド
レ
ス
ま
で
メ
ー
ル
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。sky.

okitam
a2014@

gm
ail.com

問
青
年
交
流
会
企
画
運
営
委
員
会

置
賜
支
部

☎
０
２
３
８

－

88

－

８
２
４
２

森イン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

の
案
内
人
養
成
講
座

受
講
者
募
集

～
森
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い

あ
な
た
へ
～

▼
開
催
日
時
：
９
月
６
日
㈯　
　

午
前
９
時
15
分
～
午
後
４
時

▼
会
場
：
山
形
県
源
流
の
森
セ
ン

タ
ー 

（
飯
豊
町
大
字
須
郷
地
内 

白
川
ダ
ム
上
流
）

▼
募
集
対
象
：
高
校
生
以
上
の
方

で
森
づ
く
り
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

　
（
森
へ
関
心
・
興
味
の
あ
る
方

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
し
て
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。）

▼
定
員
：
25
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
受
講
内
容
：
自
然
へ
の
理
解［
森

の
中
の
生
き
物
た
ち
（
昆
虫
・

動
物
・
樹
木
）
を
テ
ー
マ
に
］

▼
講
師
：
草
刈
広
一
氏
（
昆
虫
研

究
家
）、三
森
和
弘
氏（
樹
木
医
）

（
予
定
）

▼
受 

講 

料
：
無
料
（
但
し
、
昼

食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

※
研
修
を
終
了
し
た
方
で
ご
希
望

の
方
に
は
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ

ー
（
森
の
案
内
人
）」
と
し
て

登
録
が
で
き
ま
す
。（
後
日
、

県
よ
り
「
登
録
証
」
を
交
付
。）

▼
申
込
先
・
問
置
賜
総
合
支
庁    

森
林
整
備
課 

森
づ
く
り
推
進
室

☎
０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３

置
賜
地
域
に
暮
ら
す
外
国

出
身
者
の
た
め
の
研
修
会

▼
会
場
：
生
き
が
い
交
流
館

▼
対
象
：
置
賜
地
域
在
住
の
外
国

出
身
者
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、

外
国
人
支
援
に
か
か
わ
っ
て
い

る
方
な
ど

▼
日
時
・
内
容
・
講
師
：

　
︻
前
編
︼９
月
７
日
㈰ 

午
後
１
時

30
分
～
４
時　

○
テ
ー
マ
「
就

職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」　

○
講

師
・
２
級
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
技
能
士
・
臨
床
心
理

士 

大
泉
多
美
子
氏

　
︻
後
編
︼９
月
24
日
㈬ 

午
後
１
時

30
分
～
4
時　

○
テ
ー
マ
「
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
」　

○
講
師
・
精

神
科
医 

ヒ
ッ
ポ
メ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長 

五
十
嵐
善
雄

氏
、
臨
床
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
・
ブ
レ
イ
ン
ジ
ム
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー 

五
十
嵐
郁
代
氏

▼
参
加
費
：
無
料

▼
申
込
方
法
：
電
話
、
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
：
９
月
４
日
㈭

▼
申
込
先
・
問
公
益
財
団
法
人
山

形
県
国
際
交
流
協
会
（
Ａえ

あ

り

ぃ

Ｉ
Ｒ
Ｙ
）

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

２
５
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
６
０

メ
ー
ル
：info@

airyam
agata.org

観
光
業
就
業
セ
ミ
ナ
ー

︵
全
４
回
中
第
１
回
︶

　

将
来
観
光
の
お
仕
事
に
就
き
た

い
方
・
ご
興
味
の
あ
る
方
、
ど
な

た
で
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
９
月
９
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁 

２
階 

講
堂

▼
内
容
：「
観
光
業
っ
て
何
だ
べ
ぇ
？
」

　

～
観
光
交
流
と
地
域
活
性
化
～

▼
講
師
：
東
北
観
光
推
進
機
構　

長
谷
川
博
樹
第
一
事
業
部
長
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ 

Ｇ
Ｍ
Ｔ
東
北
（
営
）　

阿
部
昌
孝
営
業
推
進
部
長

▼
定
員
・
参
加
料
：
40
名
・
無
料

▼
申
込
期
日
：
９
月
１
日
㈪

問
置
賜
総
合
支
庁
観
光
振
興
室

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
９
８

町
長
　
原
　
田
　
俊
　
二

夏
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い

小松地区
まんまるホームページの修正作業や、タブレット操作の
お手伝いを行っています。
　　　　　
大塚地区
パソコン道場では、慣れない操作に苦戦しながらも、成
長した自分に出会う喜びを感じ笑顔で学び合っていま
す。次回は、8/22(金)10：00～。

玉庭地区
四方山館の情報をお届けしながら、みなさんと会話でき
ることが楽しみな地区廻りや、月一サロンの企画・運営 

順調です！

いこいの里
立岩山荘周辺で、ウォーキングコースの草刈りやウッド
チップ敷き詰めを行います。川西の豊かな自然に触れて
もらうための環境整備です。

夏期合宿「青空演奏」　
今年で２６年目の芸術村あすなろ(川崎市)音楽合宿と
ボレロ演奏会のお手伝いを行います。県外交流を長く
継続される町内の方々に脱帽です。

派遣活動第27回メンバーコラム：江本一宏（かずー）

千葉にいる時には味わえなかった経験や、無数の笑顔に出会えて感動の
日 を々送っています。
７月には自主活動として携わらせていただいた「玉庭夏まつり」が開催され、
地元の方々はじめ、福島県から保養に来てくれたご家族も参加し、紙ひこう
き大会や花笠踊りなど、大いに盛り上がることができました。
　夏まつりで子どもたちが使うグラウンドの草刈りや、五右衛門風呂掃除、
町報へのチラシ折込みを行いながら、「この地道さが多くの笑顔を生むゼ～ﾆ
ﾔﾆﾔ」と妄想力全開な自分に気づくことしばしば。そしてこんな妄想力豊かな
人は地元に結構存在し、休日にもボランティアで力を添えてくれるのです。

を飲み交わす（未成年はジュースね）。そんなことを繰り返しながら、魅力あふ
れる川西を一緒に妄想し創造する仲間を増やしていきたいと思っています。
を飲み交わす（未成年はジュ スね）。そん
れる川西を一緒に妄想し創造する仲間を

　
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
６
日
は

広
島
の
原
爆
記
念
日
。
69
年
の
歳
月
が
流
れ

ま
し
た
が
、
今
も
核
兵
器
が
世
界
に
存
在
す

る
現
実
に
向
き
合
い
、
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
恒
久
平
和
を
誓
い
ま
し
た
。
来
年

は
終
戦
70
周
年
、
川
西
町
誕
生
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。
先
人
の
尊
い
犠
牲
や
ご
労
苦
に
感

謝
し
な
が
ら
、
平
和
を
守
り
誇
り
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　

10
日
の
夏
ま
つ
り
は
楽
し
み
で
す
。
昨
年

以
上
の
花
火
の
ご
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
、
大
汗
を
流
し
な

が
ら
準
備
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
良
い
天
気

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
川
崎
市
の
あ
す
な
ろ
の
皆
さ
ん
が

玉
庭
で
５
泊
６
日
の
音
楽
合
宿
を
実
施
し
ま

し
た
。
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で

32
名
が
参
加
、
初
め
て
１
泊
は
農
家
や
お
寺

な
ど
９
軒
で
民
泊
を
体
験
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
初
対
面
の
家
で
の
体
験
で
し
た
が
皆

良
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。「
ト
マ

ト
嫌
い
だ
け
ど
こ
こ
の
は
お
い
し
い
」「
キ
ュ

ウ
リ
肉
よ
り
う
ま
い
な
」
も
ぎ
た
て
の
ト
マ

ト
や
キ
ュ
ウ
リ
の
味
、
お
寺
の
お
務
め
は
一

生
の
宝
に
な
る
で
し
ょ
う
。
恒
例
の
「
ボ
レ

ロ
」
演
奏
は
今
ま
で
に
な
い
出
来
栄
え
だ
っ

た
そ
う
で
す
。（
行
事
が
重
な
り
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
）
東
沢
で
は

町
田
市
か
ら
29
名
の
小
学
生
を
迎
え
４
泊
５

日
の
「
や
ん
ち
ゃ
留
学
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
同
じ
よ
う
に
感
動
の
連
続
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
ど
う
接
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら

な
い
、
家
の
中
を
見
ら
れ
た
く
な
い
、
ト
イ

レ
が
水
洗
で
な
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
心
配
が

あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
馴

染
み
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
受
け

入
れ
た
お
母
さ
ん
か
ら
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
か

わ
い
い
子
を
運
ん
で
く
れ
て
、
本
当
に
楽
し

か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
う
れ
し
く
感
じ
ま
し

た
。
地
域
に
は
、
子
ど
も
た
ち
を
た
く
ま
し

く
成
長
さ
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。 

　

２
日
、
３
日
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
20
周

年
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
プ

ラ
ザ
が
果
た
し
て
き
た
成
果
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
し
た
。
生
前
井
上
ひ
さ

し
先
生
は
「
文
化
で
食
べ
て
い
け
る
町
を
作

り
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
さ

に
は
い
ろ
い
ろ
な
視
点
が
あ
り
ま
す
が
、
教

育
力
、
郷
土
愛
な
ど
を
育
む
の
は
文
化
の
力

で
す
。
町
民
一
人
一
芸
術
を
目
標
に
文
化
活

動
を
盛
り
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
８
月
６
日
執
筆
）
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開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30～ 18：00 
■は休館日
（但し、8/23までの朝の
開館時刻は9：00です。）

フレンドリー
プラザ

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『平成政治史２』（全 3巻）　後藤謙次著　岩波書店刊

●９月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

『長沼毅の世界は理科でできている』全 6巻
長沼毅監修　ほるぷ出版刊

平成の日本政治は、政党の離合集散など
26年間に延べ18人の首相が目まぐるしく
交代した。志半ばで急逝した小渕氏、不人
気で退陣した森氏などその中で政権の座に
ついた小泉氏は5年余りに及んだ在任中、
独特のスタイルで政治・社会のあり方を変
え、最後まで話題に事欠くことがありませ
んでした。この本は肉声のメモなどを駆使
して徹底検証したシリーズの第2巻目です。

理科の目線から見た地球のあっと驚く情
報を集めたシリーズ。テーマは「植物」「動
物」「自然」などに分かれ、それぞれが
教科書の単元と結びついているので授業
のネタ本として活用でき、教科書だけで
はわからない疑問に応えてくれます。自
分の好きなテーマを読んでみましょう。

●県内図書館連携企画
「借りられたい本！展」（仮称）9月 23日㈫～
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９月１４日 ㈰　１４：００～
●遅筆堂文庫読書会

●９月のおはなし会
９月１３日 ㈯　１０：３０～　おはなしのへや
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

　クラシック音楽の上達を目的に、全国
各地から集まった受講生たち。一週間の
滞在中に学んだレッスン成果を発表す
る、講師も共演してのコンサートです。

■第１６回フレンドリークリニック
  ２０１４ 受講生修了コンサート

８

３０㊏
２９㊎

【日　時】第１部：８月２９日 ㊎　18：00～
　　　　 第 2部：８月３０日 ㊏　15：00～
【場　所】川西町フレンドリープラザ・ロビー
【料　金】入場無料

　昭和庶民伝三部作の第一部、太
平洋戦争前夜の東京を舞台にした
作品が、当時のたくさんの流行歌
（『月光値千金』『燦めく星座』など）
とともに栗山民也の名演出と最強
のキャストで再登場！

■こまつ座１０６回公演『きらめく星座』

【時　間】13：00開場（13：30開演） 
【場　所】川西町フレンドリープラザ・劇場
【料　金】一般 2,500 円（当日 3,000 円）
　　　  　高校生以下 1,500 円（当日 2,000 円）
＊宝くじの助成により特別にお安い料金となっています。
＊未就学児の同伴・ご入場はご遠慮ください。

１０
２４㊎

全席指定

井上ひさし・作
栗山民也・演出

■昭和の二大剣戦スター主演映画一挙４本上演
　市川雷蔵と中村（寓屋）錦之助

　時代劇若手二大スターとして映画界に君
臨した大映の市川雷蔵と東映の中村錦之
助。多くの映画ファンを魅了し、一世を風
靡した剣戟二大スターの作品を上映します。

【上映日】９月１４日 ㊐　①１３：３０　②１６：００　開演
　　　　 ９月１５日 ㊗　③１３：００　④１６：００　開演
【場　所】フレンドリープラザ・ホール
【料　金】◆２日通し(４作品 )鑑賞券
　　　　　芸文協会員 ９００円、プラザ会員 ９００円、一般 １，０００円
　　　　  ◆１日券（２作品）： ８００円
　　　　  ◆当日１回（１作品）券 :５００円
※ チケット販売開始日：７月１９日 ㊏

９

１５㊗
１４㊐

①『弁天小僧』　②『眠狂四郎殺法帖』
③『反逆児』　　④『沓掛時次郎 遊侠一匹』 

≪ 上 映 作 品 ≫

…７月分届出…

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方は、
届出の際に窓口（町住民生活課）でお
伝えください。

　　　　５人

　　　　  　２３人

080̶6008̶8330
080̶6008̶5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

８月の町税等 川西町の人口

８月・９月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころの健康相談）

９月８日㈪・２２日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 ９月３日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

９月１０日㈬
午後２時～４時 町役場相談室 町住民生活課

☎ ４２－６６１６
行政相談 ９月１７日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

９月

16,560 人（－ 23）
男　　　8,103 人（－ 10）
女　　　8,457 人（－ 13）
世帯数　5,201世帯 (－ 2)

※7月末日現在の住民基本台帳人口

死亡者 年齢 世帯主 大字
髙橋喜與子 95 五郎 玉　庭
工藤五左衞門 86 隆浩 堀　金
小野　　 64 玉　庭
黒澤おま　 87 正利 西大塚
舩山　きみ 88 きみ 上小松
近藤　清男 78 清男 尾長島
島貫キクヨ 74 純 下小松
齋藤　みゑ 85 信夫 上小松
米野登美枝 81 仁 中小松
須貝　幸雄 83 安勝 玉　庭
情野ふじ子 84 宏幸 洲　島
増田　仲助 74 仲助 上小松
緒形　岩雄 88 雄一 上奥田
尾形　正春 74 正春 玉　庭
伊藤ヒサ子 87 ヒサ子 時　田
登坂　義一 85 義一 上奥田
渡部　幸藏 85 幸藏 時　田
清野　とし 80 安太郎 吉　田
佐田　光子 80 秀男 吉　田
遠藤　　亘 77 亘 下奥田
佐藤お　げ 88 誠 堀　金
中野　仁榮 85 仁榮 上小松
今野　和一 84 和一 中小松

出生子 性別 保護者 大字

高橋　　栞
しおり

女 和久・ますみ 上小松
髙橋　透

とうま
真 男 賢市・ 美穂 上小松

片倉　和
かずま
馬 男 大地・ 朋美 上小松

江袋　　樹
たつる

男 征太・ 晴菜 高豆　
金田　唯

ゆ う
優 女 理 ・ 延枝 小　松

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　８組
新郎　　　　　　　新婦 大字

原田　淳樹 ♥ 間中　香澄 高豆　
髙橋　直樹 ♥ 飯澤さつき 上小松
鈴木　卓郎 ♥ 中澤しのぶ 堀　金
小松　幸史 ♥ 情野　早苗 上小松
渡部　　大 ♥ 島貫　菜月 西大塚
竹田　　敦 ♥ 田村　夏海 中小松
冨安　博之 ♥ 三好　　彩 時　田
髙橋　一幸 ♥ 佐々木美里 高豆　

●町・県民税（２期分）
●上下水道使用料（７月使用分）
●国民健康保険税（２期分）
●介護保険料（２期分）
●後期高齢者医療保険料（２期分）
口座振替日　　８月２８日㊍
納付期限　　　９月１日㊊

期　間 当番店（社） 電話番号

８月１５日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気
設備工業㈱ ☎４２－４１１１

８月１６日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０

８月１７日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

８月１８日
～２４日

㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

期　間 当番店（社） 電話番号
８月２５
～３１日

㈱佐々木建設 ☎４２－３１６６
㈱黒澤技建 ☎４２－３３６６

９月１日
～７日

㈲米野建設 ☎４２－４１７１
サイトウ電気
設備工業㈱ ☎４２－６３５１

９月８日
～１４日

㈱殖産工務所 ☎４２－２３９２
齋藤設備 ☎４２－４１１１

９月１５日
～２１日

㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－２４８０



■発行　山形県東置賜郡川西町　　■編集　企画財政課　
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２０１４年８月１５日

ピリッとしょうがを利かせて
丸なすの生姜炒め
１人分／エネルギー：１２９kcal 　塩分：０.６ｇ

✿ 材料　＜２人分＞
○丸なす  中５個(150g)   ○めんつゆ　大さじ２
○いんげん　４本(30g)　○おろし生姜　１ｇ
○豚肉　　　５０g　　　 ○サラダ油　大さじ１
✿ 作り方
① 丸なすはへたをとり４等分、いんげんは斜め
切り、豚肉は幅２ｃｍに切る。

② 耐熱容器に①を入れ、調味料Ａを全体に回し
かける。ふんわりラップをし、６分加熱する。

③ 全体をよく混ぜ、味をなじませる。
　 ワンポイント　
疲労回復に必要なビタミンＢ１は豚肉や野菜
に多く含まれます。

食育
推進

　暑い日が続くと、食欲が落ちたり、だる
くなったりと体調が崩れやすくなります。
　しっかり食事をとることは、疲労回復、
夏バテ予防にもつながります。
　暑い夏に野菜等を作ってくれる農家の方
や、料理を作ってくれる方に感謝しつつ、
食べることで暑さに負けない体を作り、元
気に夏を過ごしましょう。

　　  夏だからこそ

★ 生活リズムを整えよう
★ 朝食を食べよう
★ バランスよく食べよう
★ 野菜や果物でビタミン補給
★ 水分は上手にとろう
★ よく噛んで食べよう

夏こそしっかり
食べよう！！

Interviewer
㈲遠藤木材
遠
えんどう
藤 祐

ゆうすけ
輔 さん

（下奥田）

▼これまでの歩み： 
祖父が代表を務める㈲遠藤木材は、昭和４５年に創業
して以来、４４年間に渡り建設資材業を営んでいます。
主に製材を専門とし、注文いただいた木材を寸法通り
に加工し、配達を行っています。遠藤家の長男で、私
の代で４代目となるのですが、幼い頃から祖父や父の
背中を見て育ってきたため、小さいときから家業を継
ぐと決めていました。高校卒業後、仙台市内で半年間
修行をし、地元へ帰ってすぐに家業に専念しました。

▼仕事の魅力：仕事の中でも、配達が特に好きです。
配達先で顔を覚えてもら
ったり、大工様やお客様
の「笑顔」と「ありがとう」
の言葉が大きなやりがい
となっています。また、仕
事を通じていろんな方と

コミュニケーションができることも魅力です。

▼普段から「笑顔」と「元気」でいることを心がけて
います。また、自営業は店を空けることができないた
め、休みの日に休めないことが多く、力仕事でもある
ことから体調管理には特に気をつけています。

▼将来の展望：これから先結婚し、子どもができたら、
我が子に自分の背中を見せたいです。子どもが家を継
ぐかどうかは子ども次第ですが、家業は自分が死ぬま
で続けたいと思っています。

▼趣味の活動：好きな車やバイクは父の影響で始めま
した。休日はツーリングに出かけたり、ゆっくり体を
休めたりしています。さらに、昨年から入部した商工
会青年部では、違った業種の先輩方と話しができるこ
とがとても新鮮です。

▼最後に：「木材のことは
ぜひ遠藤木材へ！」
一般の方からの依頼も受
け付けています。その際
は、「屋根の○○材が欲し
い」などといった材料とサイズを具体的にお教えくだ
さい。なによりも地域に根ざした会社を目指します。
――昔も今も父親が憧れの存在となっており、気さく
で笑顔の似合う祐輔さんは、人との関わりをとても大
切にされていて、真っ直ぐな夢とともに家業に誇りを
持っている姿が印象的でした。

◆シリーズ 3  ～商工業編～◆シリーズ 3  ～商工業編～◆シリーズ 3  ～商工業編～◆シリーズ 3  ～商工業編～◆シリーズ 3  ～商工業編～
明日へのバトン明日へのバトン明日へのバトン
みらい

家業は一生涯続けたい

　 
疲労回復に必要なビタミンＢ１は豚肉や野菜

食
べ
物
と  

作
っ
た
人
に  

あ
り
が
と
う

※ 電子レンジによって出力数が異なります。このレシピは
　６００Ｗ（回転皿付）を基準としています。火の通り具合
　をみて加減しましょう。（置賜発  野菜まるごとレシピ集より）

電子
レンジで

　楽々簡単！

標 語

冷たいものの
摂り過ぎは食欲
低下や胃腸の働
きを弱めます

調味料Ａ


